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岡山大学病院の建物に囲まれた、わずか80ゴの狭い範囲で、弥生時代後期から古墳時代初頭

の大量の土器とともに、これまでに例のない特徴的な遺構が発掘されました。高さ80cmほ どに

土を盛 られた「方形高まり」がつ くられてお り、その頂部には貝塚が形成され壺棺 も置かれ、

おびただしい量の土器や礫で覆われていました。土器のなかには祀 りの場で使われる特別なも

のも含まれています。どのような祀 りであったのかはまだよくわかっていませんが、海をのぞ

む弥生時代の鹿田ムラの一角で盛大に祭祀が行われていたことが明らかになりました。この鹿

田遺跡第19次調査の概要が本紀要に収録されていますのでご活用 ください。

「方形高まり」に目を奪われがちな調査でしたが、ほかにも興味深い遺物が出土しています。

それは、古代の蹄脚硯の破片で、動物の蹄を表現した硯の台脚の一部です。蹄脚硯は当時の硯

のなかでは最高ランクに位置づけられる資料であり、地方においては中心的な役所などでのみ

使用されていたと考えられています。小さな破片ですが、鹿田庄との関連で重要な意味をもつ

資料です。

津島地区では、福利厚生施設東棟 (ピ オーネユニオン)の建設に伴う発掘調査で、平安時代

の条里とかかわる溝を確認しています。岡山大学構内では条里関連の遺構について研究が進ん

でおり、新たな発見も続いています。これによって発掘区のなかにあるたった一筋の溝であっ

ても、条里の体系のなかに位置づけていくことができるのです。この調査の成果は単独の報告

書を構成するページ数に達しないため、正報告を本紀要に収録することとなりました。

2008年度には、第11回 岡山大学キャンパス発掘成果展「水と循環」を開催しました。この地

域に古 くから暮らしてきた人々が、どのように水の恩恵を受け、水と格闘してきたかを、考古

資料だけでなく自然科学的視点もふまえながら跡づけてみようという新しい挑戦でした。大地

の中に残された過去の人びとの営みを通じて、現代の社会を見つめなおし、未来を展望してい

く足掛かりにできればと願ったしだいです。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

センター長 (理事)             北 尾 善 信

副センター長 (大学院社会文化科学研究科教授)新 i 糸内   泉
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″J   目

1 本紀要は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが、岡山大学構内において2008年 4月 1日 から2009年 3月 31日 までに実施

した埋蔵文化財の調査研究成果およびセンターの活動についてまとめたものである。

2 本紀要において報告している津島岡大遺跡は岡山市北区津島中一丁目1-1、 二丁目1-1、 三丁目1-1、 鹿田遺跡は岡

山市北区鹿田町二丁目5-1に所在する。

3.本文は、池田晋・岩崎志保・野崎貴博・山本悦世が分担執筆し、執筆者名は目次および文末に記した。図面の作成および遺

物の写真撮影には井上佐智・山口雄治の協力を得た。また、石器石材の同定を鈴木茂之氏 (岡 山大学大学院自然科学研究科 (理

学系))|こ 依頼し、ご教示いただいた。

4 編集は新納泉副センター長・山本悦世調査研究室長の指導のもとに池田が担当した。

5 本書に掲載した調査の記録・出土遺物等はすべて当センターで保管している。

凡  例

1 大学構内の埋蔵文化財の調査にあたつては、平成14(2002)年 4月 1日 から施行された「測量法及び水路業務法の一部を改

正する法律」に基づき、世界測地系を採用し、構内座標を次のように定めている。

1)津島地区では、国土座標第V座標系の座標北を基軸とし、(X,Y)=(-144,156.4617m,-37,2467496m)を 起点とする

構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺50mの方格で分割した区画を用いている。

2)鹿田地区では、国土座標第V座標系の座標北より東に15° 振 り出した座標軸を基軸とし、(X,Y)=(-149,4563718m,
-37,6467700m)を 起点とする構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺 5mの 方格による地区割りを用いている。

3)挿図中で用いる方位は、津島地区・鹿田地区は国土座標系の座標北を、その他は磁北を用いている。

2 岡山大学構内の遺跡名は、周知の遺跡の場合はそのまま名称を踏襲する。他の地区の調査地点は任意の名称で仮称する。

3 調査名称は、「発掘調査」に分類したものについては、遺跡ごとに調査順に従つて次数番号で呼称 し、「試掘・確認調査J、 「立

会調査」に分類 したものについては、任意の名称を用いる。発掘調査のうち、小規模で確認調査から連続して調査したものは、

「試掘・確認調査」に分類する。

4 調査一覧表に記載した所属部局は、原則として各部局の頭文字を略号として用いている。

5 付表 2に記載した既往の調査一覧については、掘削深度が中世層以下に達した調査を対象とし、その他については除外した。

6.本文などで使用している調査番号は表と一致する。

7.土器の遺物番号は、挿図別に付 し、その他石器等には通し番号を付 した。石器にはS、 土製品にはTを 頭に付 して区別する。

なお、出土遺物写真 (図 18)の 番号は、本文中の遺物番号に一致する。

8 遺物法量の計測値と観察所見は観察表を作成し、実測図と組み合わせて掲載した。観察表の表記基準は以下の通りである。

①土器胎土の表記基準

微砂 :径0 5mm未満、細砂 :径05～ l mm未満、粗砂 :径 1～ 2 mm未 満、細礫 :径 2 mm以 上

②色調は、欄中に表記している場合は、内面・外面の順で示す。

③遺物法量

土製品・石器については、破損等により本来の法量が失われている資料の残存の実測値を ( )を付 して示す。

9 挿図中では鉄分をFe、 マンガンをMnと 表記する。

10.本紀要に掲載の地形図 (図 29)は、岡山市域図を複写したものである。



第 1節 発掘調査報告

第 1章 津島岡大遺跡の研究

第 1節 発掘調査報告

2008年度は津島地区で 1件の発掘調査を実施した。小規模な発掘調査については紀要において正式報告を行っ

てきているが、今回報告の第31次調査についても遺構・遺物などの全体量を考慮 し、本書に正式報告を掲載する。

津 島 岡 大 遺 跡 第 31次調 査 編 利厚生施設東棟 津島AX04区 )

a.調査に至る経緯 と調査の経過

(1)調査に至る経緯

2008年度に岡山大学津島地区に岡山大学福利厚生施設東棟の新設が計画された。事業主体は岡山大学生活協同

組合で、岡山大学が大学構内の土地を貸与し、新店舗を建設するものである。このように事業主体は大学以外で

あったが、工事に伴う埋蔵文化財の対応については建設場所が大学構内であること、これまでの津島岡大遺跡の

発掘調査との関連性を重視し、岡山市と協議のうえ埋蔵文化財調査研究センターが調査を担当することとなった。

新営予定地には、以前、工学部校舎の建設計画がもちあがったことがあり、1988年度に試掘調査を実施してい

る1)。 その成果では、縄文時代後期～近世の各時期の土層が確認され、特に縄文時代後期には微高地状の地形が

予想されていた。その成果を受け、発掘調査を実施することとした。調査面積は212だで、調査期間は2008年 6

月17日 ～8月 22日 を予定し、調査員 2名が担当することとなった。

(2)調査体制

調査主体 岡山大学生活協同組合 (理事長 保田立二)

調査担当 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (セ ンター長 北尾善信 )

調査研究員  (主任)岩 崎志保 (岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター

光本 順 (岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター

運営委員会 (2008・ 2009年度)

【委員】

財務・施設担当理事 (セ ンター長)   北尾善信  大学院自然科学研究科教授       柴田次夫

大学院社会文化科学研究科教授 (副 センター長)新納 泉  大学院環境学研究科教授 (調査研究専門委員)'中  陽子

大学院社会文化科学研究科教授     久野修義  埋蔵文化財調査研究センター教授 (調査研究室長)山本悦世

大学院医歯薬学研究科教授       大塚愛二  施設企画部長             山下隆幸

(3)調査の経過

発掘調査に先立ち、6月 11日 ～13日 の 3日 間、近代～現代の造成土および近代の耕作土を重機により除去 した。

その際、旧陸軍建物の基礎を確認 した。また 6月 11日 の造成土除去中に旧日本陸軍の弾頭と思われる金属 1点 を

採集した。この金属については同日夕、岡山西警察署生活安全課により回収され、後日、自衛隊三軒屋駐屯地に

おいて処分された。

発掘調査は 6月 17日 より開始した。近世層は二面に分けて調査をしたが、各面で南北方向の耕作痕を検出した。

なお近世層上面に堆積する近代層については南北方向の畝面を断面で確認 した。 6月 末には中世面で同じく南北

助教 )

助教 )
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第1章 津島岡大遺跡の研究

方向の耕作痕を確認し、さらに古代層へ調査を進めた。古代層では調査区のほぼ中央部で南北方向の溝を6層で

3条検出し、さらに7層 で掘 り残 していた 1条 を検出した。これらの溝はいずれも底面にビットを有する。これ

らの溝の調査を7月 半ばに終了し、次いで弥生時代層へと調査を進めた。断面観察で 9層上面に畦畔状の高まり

を確認していたことから8層 の除去を慎重に進め、 9層上面で弥生時代前期の水田畦畔を検出した。この面では

畦畔の残 りの良い箇所で平面剥ぎ取 りを行った。 7月 末からは10層 (黒色土層)上面の精査を行い、同層を除去

していった。 8月 上旬には縄文時代層へと調査を進め、同層でビット状の凹み30基 を検出した。中には縄文時代

後期の土器小片がわずかに出土するものもあったが、柱穴状の断面を示すものはみられなかった。さらに下層の

堆積状況を確認するため、1l b層 を調査区の北佃1lmの幅で除去 し、基盤層 (12層 )上面の調査を行ったのち、

調査区西壁沿い 。北壁沿いで標高2.Omま で掘 り下げて13・ 14層 までの堆積状況を確認 した。 8月 22日 に基本土層

各層の土壌サンプルを採取 し、すべての調査を終了した。

なお 7月 18日 には理学部学生10名、 8月 4日 にはオープンキャンパスの参加者12名の見学者を受け入れた。ま

た 8月 1日 ・ 5日 ・7日 には岡山大学文学部の博物館実習生計28名 が講義の一環として発掘調査を体験 した。 8

月 9日 には現地説明会を開催 し、55名 の参加者を得た。

b.調査の概要

(1)調査地点の位置 (図 1)

津島岡大遺跡は、岡山平野の北半に位置し、主要

河川の一つである旭川の西岸にあたる。北側には半

田山・ダイミ山・鳥山といった標高150m前後の山

塊が東西に連なっている。キャンパスの北東角には、

朝寝鼻貝塚 (縄文時代後期)の立地する半田山の山

裾が迫っている。

本調査地点は岡山大学津島北地区の北東部、津島

キャンパス内に設定 した構内座標ではAX04区 に位

置する。本地点周辺では北東約50mに津島岡大遺跡

第17・ 22次調査地点 2)(環境理工学部棟 )、 北佃1約

80mに 同第 9次調査地点3)(ェ 学部生体機能応用工

学科棟 :現 6号館東半)、 同第 6次調査地点4)(生物応用工学科棟 :現 6号館西半)、 北西約100mの 地点に同第 7

次調査地点 (情報工学科棟 :現 4号館 )、 さらに西側約80mに は同第28次調査地点5)(自 然科学系総合研究棟)が

位置する。こうした調査から特に縄文時代後期については、津島キャンパスの北東部、第17次調査地点を中心と

した地′点が居住域にあたっていることが判明している。また条里の坪境の溝にあたる東西方向の溝が複数の調査

地′点で確認されるなど、古代の資料の蓄積も進んでいる。

(2)層序 (図 2)

本調査地点で確認された土層は14層 に大別される。以下に各層ごとに記述する。

1層 1906～ 1907年の旧日本陸軍による造成と、その後岡山大学の敷地として利用されるようになってから形成

された造成土である。上面は標高4.8～ 4.9mで ある。調査区北壁には標高4.55mを 上面とする赤レンガと砂利等で

構成された旧日本陸軍の建物基礎が残っている。基礎の高さは15～ 20cmが残っている。旧日本陸軍による造成

は近代層から60cmの厚さで確認される。

2層 青灰色を呈する粘質土で近代の耕作土である。上面の標高は3.7mで ある。本層上面には南北方向の畝面が

図 1 調査地点の位置 (縮尺 1/5,000)

T:津島岡大遺跡

(数字は調査次を示す)

酬囲囲国
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第1節 発掘調査報告

形成 されている。染付碗片 1点が出土 している。

3層 近世の耕作土層と考えられる。砂質で、鉄分・マンガンを多 く含み、その沈着面を境として3a～ 3c層

に分層を行っている。

3a層 黄灰色砂質土である。上面の標高は3.64mで 、厚さ5cmを測る。上面で南北方向の耕作痕を検出した。

備前焼皿片・施釉陶器・染付片数点が出土 した。

3b層 淡灰黄色弱粘質土である。上面の標高は3.59mで ある。厚さ5cmを測る。上面で南北方向の耕作痕を

検出した。染付片・土師質土器片数点が出土 した。

3c層 淡灰黄色砂質土である。上面の標高は3.5mで ある。厚さ10cmを 測る。土師質土器鍋片 。椀小片く白

磁小片が出土 した。

4層 淡黄灰色粘質土である。鉄分・マンガンを含む。上面の標高は3.4mで 、層厚は10cmを 測る。上面で南北

方向の耕作痕を検出した。出土遺物には土師質土器杯 。皿 。椀・竃片、須恵質土器大甕片、青磁片、土錘などが

ある。時期としては中世後半と考えられる。

5層 黄灰色粘質土を呈する中世の耕作土である。上面の標高は西端で3.35m～ 東端で3.42mで ある。土師質土器

椀片・土師質竃片・須恵質土器小片が出土 している。層厚は10～ 15cmを 測る。

6層 暗黄灰色粘質土で、鉄分をわずかに含む。上面の標高は3.2～ 3.28mで ある。土師器片、須恵器杯底部片が

出土してお り、古代の耕作土と考えられる。本層で南北方向の溝 3条 (溝 2-4)、 さらに溝 1条 (溝 1)を確

認した。本調査地点の地形は6層上面でほぼ水平化 している。

7層 黄褐色砂質土で、鉄分・マンガンを顕著に含む。上面の標高3.16～ 3.2mで ある。土師器の小片がわずかに

数点出土 した。古墳時代の土層と考えられる。

8層 灰黄色を呈する砂質土層で、上面の標高は2.9～ 3.12mで ある。層厚は調査区の西端で10cm、 東端で30cm

を測る。弥生時代前期まで見られる南東が低い地形の傾斜が埋まったことがわかる。層厚が増す04-40ラ イン以

東では 8a・ 8b層 に分層 した。弥生土器、縄文土器小片がわずかに10数点出土した。土器は小片のうえ、ロー

リングを受けているため確定はできないが、弥生時代中期～後期の時期と考えている。

8a層 灰黄色砂質土で、上面の標高は2.9～ 3.12mで ある。

8b層 暗灰黄色砂質土で、粗砂を顕著に含み、水の影響を受けているとみられる。上面の標高は2.95mで ある。

9層 暗灰褐色砂質上で、上面の標高は東端で2.85m、 西端で3.Omで ある。上面の地形は西が高 く、南東に向かっ

て傾斜 している。本層では畦畔を検出している。時期は弥生時代前期と考えられる。本層から弥生前期土器甕の

胴部片のほか、突帯文土器を含む土器小片数点が出土 している。

10層 黒褐色粘質土で、鉄分・マンガンを含む。上面の標高は東端で2.75m、 西端で2.95～ 3.Omで ある。津島地

区一帯にみられるいわゆる「黒色土」層にあたり、その形成時期としては弥生時代早期～前期と考えられている。

弥生前期の土器小片数点、縄文時代後期の土器片、コンテナ (約 27イ κ)1/2箱が出土 した。

11層 黄灰色を呈する砂質土層で、縄文時代後期と考えられる。土質から2層 に細分 した。

1l a層 暗灰色砂質土で、鉄分、灰色粘土ブロックを含む。場合によっては遺構 ととらえられるような下面

ラインをみせるが、不規則な状況であり、遺構 とはできない。上面の標高は東端で2.54m、 西端2.78mで 、層厚

は10～ 15cmを 測る。縄文時代後期前半～中葉の土器がコンテナ (約 27し)約 1/2箱 出土 した。

1l b層 黄灰色を呈する砂質上である。上面の標高は東端で2.5m、 西端で2.6mで 、層厚は15～ 20cmで ある。

縄文時代後期前半～中葉の土器片が、コンテナ (約 27{ル )1/4箱出土 した。

12層 黄褐色砂質土で、鉄分を顕著に含む。上面の標高2.36～ 2.49mで 、層厚10～ 15cmを 測る。上面で縄文時代

後期の土器片 5点が出土 しているが、縄文時代後期の基盤層と考えられる。

13層 淡黄灰色を呈する砂質土で、無遺物層である。上面の標高2.32～ 2.36mで ある。
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A

04-80    04-60   04-40    04-20
1        1        1        1

| 戸  |
土層断面の位置 (縮尺1/800)

1 造成土
2 青灰色粘質土
3a 灰色砂質土
3b 淡灰黄色弱粘質土
3c 淡灰黄色砂質土
4 淡黄灰色粘質土
5 黄灰色粘質土
6 暗黄灰色粘質土
7 黄褐色砂質土
8a.灰黄色砂質土

8b 暗灰黄色砂質土

(粗砂)

9 暗灰褐色砂質土
10 黒褐色粘質土
1l a 暗灰色砂質土

(灰色粘土ブロック)

Hb 黄灰色砂質土
12 黄褐色砂質土
13 淡黄灰色砂質土
14 黄褐色砂質土

一AX-2

-― AX-3

左 :調査区西壁 右 :調査区北壁・溝 3付近

図2 土層断面図 (縮尺 1/40)
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14層 黄褐色砂質土である。無遺物層である。標高2.0～ 2.2mを 測 り、南に向かうにつれ、次第に粘性を増す。

c.遺構・遺物

(1)概要 (図 3)

縄文時代後期のビット状凹み30基、弥生時代前期の畦畔一面、古代 (平安時代)の溝 4条および中世・近世の

各面で耕作痕を検出した (図 3)。

縄文時代後期～弥生時代前期には、西から南東に向かい若干傾斜する地形を呈する。縄文時代後期面でビット

状の凹み30基 を検出した。これらは標高2.3～2.5mで 検出されたものである。弥生時代前期の面では水田畦畔 1

面を検出した。地形の傾斜に沿った北東―南西方向の畦畔の残 りがよく、小区画の水田経営が窺える。次いで古

代面では南北方向の溝 4条 を検出した。調査区の中央を南北に走向する溝で、底面にピット列を伴っているもの

がある。古代の層上面において、本調査区の地形はほぼ平坦化する。中世 。近世ではそれぞれ南北方向の耕作痕

を検出し、近代に至るまで耕作地としての利用がなされたことが窺える。

104-60104-80 104-40

隧茫よ生時代匡ヨ縄文時1
0                  1c
~― ― ― ― 十 一 ― ― ― ― ―

―匡国古代

図3 検出遺構全体図 (縮尺 1/300)

(2)縄文時代 (図 4・ 5)

1l b層 、標高2.3m～ 2.5mで ピット状の凹み30基 を検出した。本調査地点の北東約150mの第17・ 22次調査地点

では同時期の標高は3.Omと 微高地状を呈 している。一方本調査地点では2.5m以 下と地形的に低いところにあたつ

ている。その中でビット状凹みは、調査区の南西佃1と 、南東に向かって傾斜する部分に多 く検出されている。ビッ

ト状凹みは平面が円形～楕円形を呈し、径25～ 90cm、 深さ5～20cmを測る。いずれも数値はばらつきがあり、

配列に規則性はない。遺物には縄文時代後期の土器小片がわずかにみられる。断面形は浅い皿状を呈しており、

柱穴状を呈するものはない (図 5)。 これらのピット状凹みは2群に分けられる。埋土が暗灰色を主体とする粘

質土で、炭化物 。焼土を少量含む a群 (7基 )、 暗灰色～暗黄灰色を呈する粘質土で、包含物が認められないb

104-80

_コ 告
ゴ

図4 縄文時代検出遺構全体図 (縮尺 1/300)
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2.ma

0          1m

図5 ピット断面図 (縮尺 1/30)

群 (23基)と がある。これらのビット状凹みについては柱穴ではないが、炭化物等を含む a群 は何 らかの遺構の

可能性を残す。

また、1l a層 は遺構 ととらえられるような下面ラインを示 しているが、これを遺構としてまとめることはでき

ない。この層の形成過程については当時の環境 も含め検討する必要がある。

全体として本調査地点の縄文時代後期面の人間活動痕跡は希薄であり、集落の縁辺部の状況を示す。

(3)弥生時代 (図 6)

水田畦畔

9層 上面で水田畦畔を検出した (図 6)。 南西が高 く標高3.Om、 北東が低 く標高2.7mを 測る調査地点の地形に

併せて、等高線に沿った北東―南西方向の畦畔が良好に残っていた。畦畔の幅30cm、 高さ3～ 4cmを測る。こ

れに直交する方向の畦畔は幅15～ 20cm、 高さ2cmが残っている。畦畔を形成する土層は、やや粘性を帯びる暗

灰褐色土である。検出時には畦畔の脇にわずかに砂の堆積が確認された。

本調査区内では一筆の全形がわかるものはないが、南北方向の区割 りは3.5～ 4m、 東西方向の区割 りの幅は2.6

～3.Omと 確認でき、小規模な区割 りとなっていることが窺える。出土遺物は極めて少なく、 9層 中から弥生時代

前期の土器小片 1片 と弥生時代早期の突帯文土器口縁部片 2点 (図 6-1・ 2)が出土 している。畦畔の時期は

弥生時代前期と考えている。

104-20

1 暗灰色粘質土 (炭 ・焼土○)

2 暗黄灰色粘質土

b_   2・ 並b'

1 暗灰色粘質土

a       l畦 畔 3.Om a'

1 暗灰褐色土

0             50cm

b群

0  1  10m

摺
W

フ

［

図6 弥生時代畦畔・出土遺物 (縮尺 1/300、 1/20、 1/3)

(南 から)

番号 器   種 特 徴 胎 土 色   調
l 突帯文土器・深鉢 ナデ、貼付突帯上に刻みは不明、日唇部に刻み 微砂～細砂 暗灰褐色、淡褐灰色
2 突帯文土器 深鉢 (内 ) 寧なナデ、 (外)荒いナデ、貼付突帯状に刻み、日唇部に刻み 細砂 暗褐色
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")古
代 (図 7～ 11)

調査区の中央を南北方向に走行する溝 4条 を検出した (図 7)。 6層上面で検出した3条 (溝 2～ 4)と 7層

で検出した 1条 (溝 1)である。これらの溝はA層 によって覆われており (図 10)、 A層 を除去した段階で溝2

～4を検出した。

溝 1(図 8～ 10)

04-60ラ インに沿うように南北に走向する。上位に溝 2が重複しており、東倶1は溝 3に より切られている。ま

た7層 で検出した溝であるが、本来は6層上面からの掘り込みであることを断面から確認している。検出面の標

高は3.lm、 底面の標高は3.05mで 、深さ0.05mで ある。 6層上面からの深さは0.15mを 測る。断面形は浅い皿状を

呈し、埋土は灰白色砂質土で、細砂～粗砂を顕著に含む。底面にはビットがある。出土遺物は土師器小片がわず

かに 1片認められた。調査区南壁で確認した溝 1の西側の肩は04-60ラ インの西 2mの位置である。一方東側の

104-80
104-20

10m| 1岸  | 0

図7 古代検出遺構全体図 (縮尺 1/300)

ト

|

卜溝1

1 復元ライン

ト

l

104-60 104-40

104-40

――――b''

AX-3

図8 溝 1平面図 (縮尺 1/100)(南 から)
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肩については溝 3に よって切られているため、わからないが、断面観察等からもそれほど東には広がらないと考

えられる。溝 1の幅については4.5m強 と推定される (図 8)。

本溝の底面では39基のビットを検出した。ピットは径30～40cmの 円形～楕円形を呈 し、溝底面からの深さ5

～ 8cmを 測る。断面形は浅い皿状を呈する。埋土はいずれも灰白色砂質土で、溝の埋土 との差異はない。平面

形及び深さの数値はばらついてお り、配置に規則性はみられないが、溝 1の推定範囲の中で、東半部分に集中的

にビットが検出されていることから溝 2の位置との関連が注意される。また、こうしたピットの集中する溝につ

いては、道路の下部構造の可能性を考えている。

溝 2(図 9。 10)

溝 1の東側上部に重複する、南北方向に走向する溝である。 6層上面で検出したもので、検出面の標高は3.2m、

底面の標高は3.05mを 測る。幅は1.6～ 1.8m、 深さは0.15mで ある。断面形は皿状を呈する。底面にビットは確認

されなかった。埋土は2層 に分けられるが非常に近似 してお り、淡灰色を呈する砂質土と、その下層にやや粘性

のある淡灰色砂質土が堆積する。出土遺物は土師器の小片 4片が出土 している。

ピツトは調査時には確認 していないが、溝 1で検出したピット群の集中分布範囲が溝 2の範囲とほぼ重なる点

から、これらの中に溝 2に 関係するピットが混在する可能性を残す。

溝 3(図 9。 10)

6層上面で検出した。溝 2の東側をほぼ南北方向に走る。検出面の標高は3.2m、 底面の標高は2.85mを 測る。幅

2.9m、 深さ0.2～ 0.3mで ある。断面形は深い皿形を呈する。埋土は灰白色の砂質土を主体 とするが、粘性の強弱

によって 3分 され、 3層 にはやや粘性を帯びた淡灰白色土が堆積する。

本溝の底面にはピット列が伴ってお り、南北方向に7列 を確認 した。ビット列は東西に長い楕円形状 (繭形状 )

の平面形を呈 し、その規模は東西幅2.3m、 南北長0.4～ 0.5mを 測る。楕円形状 ピット内には、大小 2基のビット

が東西に並んで確認された。西傾1寄 りに東西幅1.2m、 南北長0.4m、 溝底面からの深さ0.1～ 0.15mの 大形ピットが

ある。東側の小型ピットは径40cm、 溝底面からの深さ0.05mの 円形を呈するピットがある。大形ピットの底面の

A 黄灰色砂質土 溝 1 1 灰白色砂質土 (細 ～粗砂) 淡灰色砂質土
淡灰色 (砂 質)土

溝2 1
2

A 黄灰色砂質土
溝3 1 淡灰白色砂質土

2.灰白色砂質土
淡灰白色土

灰白色砂 (10層 、Fe◎ 、MnO)
[ピ ット]

淡灰色砂質土
灰色砂質土 (Fe◎ )

0          1m
溝4 1

2

図10 溝 1～ 4断面図 (縮尺 1/30)
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標高は2.8m、 小形 ピットの底面の標高は2.9mを 測る。こ

れらのビット内には鉄分・マンガンを多 く含む灰白色砂が

堆積する。その中には下層の黒色土 (10層 )を巻き込むよ

うに含んでおり、底面にマンガンが顕著に沈着 している。

本溝からは須恵器杯の口縁部小片および土師器の小片が

出土している。

溝 3は深い皿形の断面形を呈する点および底面に繭形と

称される長楕円形のビットを伴っている点で、溝 2・ 4と

異なる特徴が注目される。溝 1と 同様、溝 3の構造の特徴

からこれを道路の下部構造とみることができる。

溝 4(図 9～ 11)

6層上面で検出した。04-50ラ インに沿うようにほぼ南

北方向に走向する。検出面の標高は3.2m、 底面の標高は

3.05mで ある。幅は調査区北端で2.Om、 南端で1.8m、 深さ

は0.15mを 測る。断面形は皿形を呈する。溝の埋土は 2層

に分けられ、上層は淡灰色砂質土、下層は鉄分を多 く含む

灰色砂質土が堆積する。水分の影響が考えられる。

溝 4底面の両側には浅い柱穴状ピット列が 2列伴ってい

る。東側のピットは長径50～ 70cm、 短径40cmの東西に長

い楕円形で、深さ8cmを測る。底面の標高は2.98mを 測 り、

第 1節 発掘調査報告

C―
3 1mc,

溝 3ピ ット
1.灰白色砂 (10層 、Fe◎ )

N

・■1■ ,:::i1111:,:|::|:|:ili:::Ⅲ ::1・

lm   溝 4ピ ット

-    1 
灰色砂質土 (Fe◎ )

図11 清 3・ 4内検出ピッ ト平 。断面図 (縮尺 1/30)

AX-3

0   1        10m

図12 中世検出遺構全体図 (縮尺 1/300)

d―――
2 9md,

調査区内で 5基を確認した。西佃1の ビットは径40cmの 円形で、深さ5cmを測る。底面の標高は3.Omを 測 り、 6

基を検出した。東西のビットは組み合ってはいない。ピットの埋土はいずれも灰色砂質土である。出土遺物には

土師器小片10片 と、 7世紀前半の須恵器高杯の脚部片 1点がピット底面から出土 している。

溝 4の形状は、幅・断面形において溝 2と の共通点を窺わせる。底面のビットの有無が異なるが、前述 したよ

うに溝 2に もピットが伴っていた可能性はある。

断面形とピットの密度等の違いから、溝 2・ 4と 溝 3に は機能の違いがあったことも想定される。

溝 1～ 4の掘削時期は現状では古墳時代まで遡る材料はなく、平安時代に形成されたものと考えられる。下限

については最終的にA層によって覆われることから、中世前半以前に求められる。道路状遺構の可能性のあるこ

れらの遺構群の推移については、溝 1の段階、溝 2～ 4の段階、さらにA層の堆積段階が想定される。最初に構

築された溝 1ではビットが底面に凹凸が認められる程度として検出されているが、次の段階では繭形ピット列を

伴う溝 (溝 3)があり、溝 1か ら溝 3へ とよりしっかりとした構造へと変わる。その後 5層 の堆積以前に溝 1～

4全体を覆うように残るA層の堆積がみられる。このことから現

段階では確定できないものの、A層の堆積によって道路が整備 し

なおされたことが想定され中世前半にはその上部を大幅に削平さ

れたことによって完全に消失したと考えられる。

(5)中世 。近世

4層上面で中世の耕作痕を、また3a層 。3b層 の各面で近世

の耕作痕を検出した。

4層上面の耕作痕は、標高3.4mで 検出した。南北方向の幅10

⊂DO~
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第1章 津島岡大遺跡の研究

～30cm、 深さ2～ 5cmの浅い溝が調査区西端から04-80ラ インまでは密に検出された (図 12)が、以東では浅

くなり、その残存状況は比較的悪かった。浅い溝は鋤等による耕作痕と考えられる。出土遺物には土師質土器杯・

皿・椀・竃片、須恵質土器大甕片、青磁片、土錘などがある。時期としては中世後半と考えられる。

3b層 。3a層 上面でそれぞれ耕作痕を検出した (図 13)。 検出面の標高は3b層 で3.59m、 3a層で3.64mを

測る。いずれも南北方向の浅い溝が調査区の全面で多数検出された。 3b層からは染付碗片・土師質土器片数点、

3a層 では、備前焼皿片・施釉陶器 。染付碗片数点が出土 した。時期としては近世と考えられる。

0       1  3a層

上

70m

図13 近世検出遺構全体図 (縮尺 1/300)

(6)近代

2層上面では断面観察で南北方向の畝を確認 した。日本陸軍による造成直前まで営まれていた明治時代の耕作

面である。畝の幅0,7m、 畝間の溝は幅0.5m、 深さは0.1～ 0.2mで ある。また、造成土中に日本陸軍の兵舎基礎が残っ

てお り、基礎底面のレベルは標高4.55mで ある。

d.包含層の出土遺物

4層～14層 より出土した遺物のうち、土器20点、土製品3点、石器11点 を図14～ 16に掲載し、各特徴について

は観察表に記した。以下に出土遺物の概要を記す。

土器 (図 14・ 18)本調査地点では全体でコンテナ (約 27イκ)3箱、約1100片 の土器 。陶磁器片が出土した。

そのうち1l a・ 1l b層 から出土した縄文時代後期前半～中葉の土器で約 4割 を占める。次いで10層 (黒色土)か

ら出上した縄文時代後期～弥生時代前期の土器が約 2割、 4・ 5層 (中世層)か ら約 2割の土器・陶器片が出土

している。縄文時代後期面では明確な遺構はほとんど確認されていないが、本調査地点の土層中でみると縄文時

代の遺物量は比較的多いと言える。これは本調査地点より東で確認されている居住域 (第 17次調査地点)等から

の流れこみと判断される。

土製品 (図 15。 18)土錘 3点 (Tl～T3)が出土した。Tl・ 2は 4層 で、T3は 3層から出土した。Tl
はほぼ完形であり、丁寧に仕上げられている。T2・ 3は どちらも1/2を 欠損する。

石器 (図 15。 16・ 18)11点 を図示している。その内訳は石鏃 1点、楔形石器4点、石鍬 2点、石錘 1点、磨石 1点、

lllll#|||||| ‖瀞
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輻 フ

脚 2

亦

IF

軸 犠

ぽ ア

嚇  6

ア
9・

番号 出土層位 器 種 特 徴 胎   上 色 調

1 1la層 縄文土器・鉢 (内 ナデ、 (外)縄文 (LR) 細砂 黒褐色

1lb層 縄文土器・鉢 (内 ナデ、 (外)縄文 (LR) 微～細砂 橙 色

1lb層 縄文土器・浅鉢 (内 ナデ、口唇部に貼付突帯 十沈線、 (外)ナ デ、ローリング 細砂～祖砂 黒褐色

12層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、 (外)ナ デ +横位沈線 細砂 暗褐色～暗茶褐色

10～ 11層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、 (外)磨消縄文 (RL)+横 位沈線 細砂 黒褐色、暗褐色

1lb層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、 (外)磨消縄文、 2条沈線 細砂～祖砂 黒色、暗茶褐色

7 1lb層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、 (外)ナ デ十沈線 微～細砂 淡褐色、褐橙色

1lb層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、 (外 )ナ デ、 2条沈線 細 砂 淡褐色、暗灰褐色

1lb層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、 (外 )ナ デ +沈線 細砂 淡褐色、淡橙色

1lb層 縄文土器・深鉢 (内 (外)丁寧なナデ、肥厚させた口縁部に太い沈線、日唇部に縄文 (RL) 微 ～細砂 淡褐色 、淡灰 褐色

11 1la層 縄文土器 深鉢 (内 丁寧なナデ、 (外 )荒いナデ、肥厚させた口縁部に同心円文、縄文(LR) 細砂 暗褐色～茶褐色

10層 縄文土器・深鉢 (内 丁寧なナデ、 (外 )磨消縄文(RL)十 横位沈線 微～細砂 暗褐色、淡褐色

1lb層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、 (外)ナ デ後、沈線施す、ローリング著 しし 細砂 暗灰色、淡橙色

1la層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、 (外 )縄文 (LR) 沈線 微～細砂 淡橙褐色、淡褐色

1lb層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、 (外)ナ デ、口唇部に爪形文 細砂 淡褐色

1lb層 縄文土器・深鉢 (内 テ1落、 (外 )磨消縄文 (LR)+沈線 細砂 淡褐色

11～ 12層 縄 文土器 ・鉢 (内 丁寧なナデ後、横位の沈線、 (外)口 唇部に縄文 (LR) 細砂 淡灰褐色

1la層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、 (外 )磨消縄文 (RL)+横位沈線、波状口縁の頂部には縦位の沈線で区画 細砂、緻密 暗褐色～茶褐色

1la層 縄文土器・深鉢 (内 ナデ、 (外)磨消縄文 (RL)+横位沈線 細～粗砂 黒褐色、暗褐色

11～ 12層 縄文土器・深鉢 底径7 0cm、 丁寧なナデ 微 ～細砂 暗灰 色 、淡橙 色

図14 出土遺物 1:土器 (縮尺 1/3)
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番号 出土層位 器  種 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石 材 特 徴

Sl 6層 石鏃 (173) 022 サヌカイ ト 未製品、凹基式、側縁への二次調整がほとんどみられなし

S2 側 溝 楔形石器 225 072 サヌカイト 図上面 に階段状 の剥 離が認 め られ る

S3 側溝 楔形石器 239 117 サヌカイト 片側に剪断面、図上面に階段状の剥離が認められる

11層 楔形石器 298 070 サヌカイト 両倶1に 剪断面、上下端に階段状の剥離

S5 11層 楔形石器 サヌカイト 図下端に階段状の剥離

11層 石鍬 (628) 粘板 岩 基部を欠損、撥形を呈する、刃部はやや急斜度の調整を施す

S7 10層 石鍬 (683) 581 粘板岩 (熱変成 ) 基部を欠損、自然面を一部に残す

1lb層 石錘 558 523 276 1134 流紋岩 円礫の長径両端に打ち欠き

11層 磨石 (670) 3907 流紋岩質凝灰岩 約 1/2を 欠損、磨減面の裏面に敲打痕、凹み石 としても使用

倶1溝 台石or石皿 (748) (549) 572 2041 流紋岩 図表面 裏面の二面に磨面が認められる、破損

10層 下半 石皿 (1760) (1173) 10854 細粒イと同岩 破損、図上面が磨減 してお り、使用面 と考えられる

図15 出土遺物 2:土製品 。石器 (縮尺 2/3)
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0                   10Cm

図16 出土遺物3:石器 (縮尺 1/3)

台石 (あ るいは石皿)2点 である。 Slが 6層 、 S7・ 11が 10層か ら出土 しているほかは、1l a・ 1l b層 か らの

出土である。図示 した器種以夕れこ、10～ 11層 中か らサヌカイ トのチ ップが数点検出された。

e.ま とめ

今回の調査の成果としてはまず南北方向の溝群が注目される。

底面にピットを伴う特徴を有した溝の機能については、これまでにも津島岡大遺跡でも複数の出土例があり、

柵列や道路の下部構造とされてきている6)。 今回の溝群についても、特に溝 3に みられる繭形のビット列の存在

から、道路状遺構に関係するものと考えたい。これらの機能を考えると道路の下部構造が、浅い皿状で底面に凹

凸を持つ程度のもの (溝 1)か ら、繭形ピット列を伴うしっかりとした下部構造 (溝 3)へ と推移したことが想

定される。

条里の区画の点からは本調査地点周辺の成果と比較すると、西側に位置する第28次調査地点溝 7について道路

痕跡の可能性があり、本調査地点の溝群と約109mの距離にあることが指摘されている7)。 また北に位置する第

6次調査地点で、古墳時代後期の溝 (溝09)が走向位置とピットの平面形の特徴などから考えて、本調査地点の

溝群との類似点が指摘できる (図 17)。 しかし、本調査地点の溝 1～ 4は、 6層上面 (平安時代前半)で検出さ

れたものであり、南北方向のライン上に並ぶものであるが、時期が異なるため、同一の溝とするには問題がある。

-13-
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また、溝 1～ 4の下限は、現在のところ、 5層 の堆積により大

幅に削平されたことで消失するという点で中世前半に求められ

る。

さて古墳時代後期の第 6次調査溝08～溝10と 第 9次調査溝

20。 21は 、古代の東西方向の大溝 (6次 :溝 13、 9次 :溝23)

の段階では消失しており、継続 しない。一方本調査地点で、古

代の南北方向の遺構を確認 し、その位置は条里の区割 りにあた

る可能性がある。古代の大溝は条里の坪境 と考えられてお り、

この段階で区画の大幅な整理がなされたことが窺えるが、大溝

の南北では状況が異なることが判明 したのは新たな知見であ

る。このことについてはより詳細な検討を行う必要がある。

以上のように古代の条里の地割 りを考えるうえで有益な資料

が増加 したと言える。

また弥生時代前期の水田畦畔を9層上面で検出した。地形の

傾斜を利用 した小区画の畦畔である。周辺の調査では、西側の

第28次調査地点、東側の第17次調査地点、また北西の第22次調

査地点でそれぞれ前期の水田畦畔を確認しており、今回の調査

でさらに資料の蓄積が進んだ。前期水田については、黒色土上

面で検出されるもの (第 17・ 28次)と 、本調査地点のように黒

色土層の 1層上で検出されるもの (第22次)の二面があること

がわかっている。二面ともが良好な状況で検出されることは極

めて少なく、これまでのところ第12次調査地点で確認されたの

みである8)。 田面を深 く耕起するとこのような残 り方はしない

と考えられ、今後も引き続き当該期の耕作形態について検討 し

ていきたい。

本調査地点は、縄文時代後期の集落が営まれる第17次調査地点から直線距離にして150m南西の位置にあたり、

集落に比較的近い。しかし本地点の状況は遺構 。遺物ともに希薄といえ、集落域は本調査地点までは広がらない

ことが確認された。集落から至近距離にありながら利用されない空間がある一方で、より離れた地点で屋外炉等

の検出例が認められている。津島岡大遺跡全体での空間利用を考える上でのデータが蓄積されたと言える。

以上のように本調査地点では小規模な範囲ながらも貴重な成果を得ることができた。今後も津島岡大遺跡全体

での土地利用や耕作形態について検討を進めていきたい。 (岩崎志保)
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図17 第 6・ 9次調査地点との位置関係
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(本調査地点)
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節 立会調査の概要

調査の実施状況

2008年度の津島地区における立会調査の実施件数は、54件 と非常に多かった。各調査地点の分布は、図30に 示

している通 り、津島地区のほぼ全体に拡がっているが、とりわけ教育学部周辺の津島北地区東半での調査が集中

した年度となった。例年比で約 3倍の件数増となった要因としては、教育学部関連建物の耐震改修工事およびそ

れらに付随する設備の改修工事の実施 (19件)が挙げられる 〈調査番号 6、 18～ 26、 29、 43～ 50〉 。これらの工事は、

概して掘削深度自体は大きくなかったものの、教育学部一帯は旧地形の微高地上に位置しており、掘削深度の浅

い工事においても包含層に達する地点があったことも件数増の一因である。そのほか件数が多かったのは、環境

理工学部の水辺環境施設整備工事 〈10～ 17〉 や大学生協の福利厚生施設新築に伴う工事 〈35～40〉 である。

中世以前の包含層および遺構を確認した調査は54件中15件ある。ここでは、重要な知見の得られた新技術研究

センター公共下水道接続工事 〈42〉 、教育学部体育館他耐震改修工事 〈43〉 、および大学会館他改修工事 〈52〉 の

成果を中心に報告することにしたい。

2.新技術研究センター公共下水道接続工事 :AW00～01区 鋼査番号42〉

a.調査地点の位置 と経過

本調査は、津島北地区の北東部に位置する新技術研究セン

ター (旧サテライト・ベンチャービジネス・ラボラトリー)の

北東側に計画された公共下水道の接続工事に伴うものである。

津島地区の東北隅は遺跡保護区として管理されており、保護区

には干渉しないもののそのすぐ南狽1に 隣接 した地点であるこ

と、既往の発掘調査で条里に関連する遺構が確認されているこ

とから、極力掘削が深くならないように協議したうえで調査を

実施することとなった。掘削の概要は、桝 3箇所が1.5m四 方

で道路面からの深さが1.2～ 1.7mを 測 り、東側の桝ほど深 くな

る設計である。管路部分は、幅1.Omで深さ0.85mま で掘削した。

本調査地点に隣接 して第 3。 15次発掘調査を実施 しており

(図 19)、 今回工事の掘削部分の西半はすべて既往の調査範

囲内に収まっていることを確認 した。それ以外の地点で /
は、第 3次調査で確認している、里境を示すとみられる南  / 3・ 15次調査

北方向の中世溝。近世溝の延長部 (図 20)、 および「黒色土」

上面までの堆積状況を確認することができた。調査期間は、

2009年 2月 2～ 4日 である。

b.調査成果

(1)層序 (図 20・ 21)

断面を記載する地点の位置関係を図20に示す。本調査地

点では、A地点 。C地点で「黒色土」上面までの12枚の層

鯰
既発掘範囲

図19 調査地点の位置 (縮尺 1/1,500)

溝 1・ 2

|

匠ZZヨ
既発掘範囲

Ｙ
Ｉ
レ
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を、管路部では東西方向に約20mの 範囲で中世層までの堆積状況を確認した。里境を示すとみられる南北方向の

溝が確認できたのはB地点で、溝を挟んだ東西では基本層序の層相に若干の違いがみられた。出土遺物がほとん

どないため各層の時期は隣接調査地点の成果との対応関係によって比定 しているが、層相の違いは耕作活動の影

響度や土砂の供給量の違いによるとみられるもので、基本的には東西で時期の対応する層が調査範囲全体に堆積

しているとみてよい。以下では各層について報告する。

la層は旧陸軍による造成土および岡山大学設立以後の造成土を一括 したものである。 lb層は「黒色土」や

近代耕作土などの包含層をブロックで含んでいるため、やはり造成の際の盛土とみられる。時期は、明治以降の

ものである。 2層 は近代の耕作土である。場所によってグライ化により青灰色を呈す。 3～ 5層 は近世の耕作土

である。 4層 はB地′点以西で観察された。 3・ 4層が第 3次調査の基本層序の (3層〉に、 5層が (4層〉に対

応する。なお、 2～ 5層 の上面ラインはB地点を境にして10cm前後のレベル差を生 じてお り、里境 となる溝を

挟んで同時期の耕作面に高低差を有していたとみられる。 6層 は中世の耕作土で、第 3次調査の 〈5層〉対応で

ある。 7層 は古代後半～中世の耕作土で、〈6層〉対応とみられる。鍋片が 1点出土している。

8層以下はA・ C地点のみでの観察となる。 8層 は古代の堆積層とみられるが、A地点とC地点で層相が異な

るため細分 した。 8a層 はA地点のみで観察された。砂質がつよく、後述のように8a・ 9層 は東西方向の大溝

の埋土の可能性がある。8b層 はC地点で確認された。粘性が強く、古代の耕作土とみられる。〈7層〉対応である。

9層 はA地点のみで観察された。部分的な観察のため性格は不明だが、「黒色土」の小ブロックを含むことから

下層を攪拌 して形成された堆積層とみられる。10・ 11層 はC地点のみで観察された。11層 は黄灰色の小ブロック

を含む。これらの 2層 は上下層の関係から弥生～古墳時代の堆積層とみられる。12層 はいわゆる「黒色土」と呼

んでいる鍵層で、弥生時代早～前期の土壌化層である。A地点とC地点の最深部で層上面のみを確認した。レベ

ルは両地点とも道路面から1.7mを 測 り、第 3。 15次調査地点の成果から水田面であったと考えられる。

2～ 7層 (中世～近代)は、里境をなすとみられる南北溝を境にして東西でレベル差や層相の違いはみられる

ものの、基本的には水平堆積である。 8層以下は部分的な観察にとどまるため、地形の復元は難しい。A地点は、

位置関係から第 3次調査で確認 している古代の東西方向の大溝である溝04の肩部にかかっている可能性が高い。

A地点で古代の耕作土とみられる8b層 がみられない要因としては、 8a層が大溝の埋土である可能性、あるい

は大溝の付近に位置するため8b層が変質して砂質がつよくなっている可能性が考えられる。以上のことから、

A地点の12層上面のレベルは大溝の掘削によって改変されている可能性があるが、第 3次調査の成果と対比する

とおよそ微高地頂部からやや下がったあたりの高さに相当するとみられる。

(2)遺構 (図 21)

溝 l B地点で検出した南北溝である。幅2.9m、 深さは不明である。第 3次調査で確認している溝15と 同一の溝

とみられる。埋土は8層 に細分でき、基本層序 2層 に類似する灰色～青灰色の砂質土が堆積 している。最終的に

は la層で埋まっており、旧陸軍の造成時まで機能していたことがわかる。埋没時の幅は2.Om程 度である。

両脇に畦畔 1～ 3を伴ってお り、 3層上面段階で畦畔 1・ 3が、 2層上面段階で畦畔 2が機能していたとみら

れる。畦畔 1は幅15m、 高さ10cm、 畦畔 2は幅0.7m、 高さ20cm、 畦畔 3は 幅05m、 高さ15cmで ある。畦畔 2

は溝 1の埋土の一部とも考えられるが、包含層をブロック状に含むため溝 1の最終段階に機能した畦畔と判断し

た。検出面および第 3次調査の層序との対応関係から、溝 1の 時期は近世～近代 と考えられる。

清 2 B地 点で検出した南北溝である。東側の大半を溝 1に切られており、西倶1の立ち上が りのみを確認 した。幅・

深さとも不明である。第 3次調査で確認している溝13と 同一の溝 とみられる。埋土は 3層 に分けられ、褐灰色砂

質土が堆積する。 5層上面から切 り込まれてお り、第 3次調査との対応関係から、近世段階と考えられる。

清 3 B地 点で検出した南北溝である。第 3次調査の溝07aと 同一の溝とみられる。幅1.2m、 深さは不明だが0.3
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⑤青灰色砂質土
⑥灰色砂質土
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③灰色砂

第 2節 立会調査の概要

青灰色砂質土

明青灰色砂質土

淡青灰色砂質土

GL

溝 3 溝 2
①黄灰褐色砂質土   ①淡褐灰色砂質土

②褐灰色砂質土②灰色砂
③青灰色砂質土

溝4 淡灰色砂質土

C

黄灰色砂質土
淡黄橙褐色土
黄褐色混灰色砂質土

畦畔 4・ 5 暗灰色砂質土
畦畔6 黒色・黄色混淡灰色砂質土

EIヨ遺構

畔
畔
畔

畦
畦
畦

聰溝
溝
溝

0                   2m

図21 断面図 (縮尺 1/40)

～0.4m程度と推定される。埋土は2層 に分けられ、下層には灰色砂がみられる。 6層上面から切 り込まれてお り、

第 3次調査との対応関係から中世段階の溝と考えられる。

溝 4 B地 点で検出した南北溝である。第 3次調査の溝07bと 同一の溝とみられる。東側の立ち上が りを溝 2に 、

西傾1の立ち上が りを溝 3に破壊されてお り、幅・深さとも不明である。埋土は淡灰色砂質土である。切 り込み面

を直接には把握できないものの、埋土上面のラインが 6層上面ラインとつながるため、 6層段階に掘削された溝
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と考えられる。中世段階の溝 と考えられる。

清 5・ 6 C地点の3層上面で検出した南北溝である。溝 5が幅35cm、 溝 6が幅10cmを 測り、深さはそれぞれ

5cm程度である。埋土は両溝とも類似しており、黄灰色砂質土である。いずれも畦畔 4・ 5に伴うものとみられ、

最終的には基本層序の2層 によつて埋まっている。畦畔 4は幅0.9m、 高さ10cm、 畦畔 5は幅0.6m、 高さ10cmで

ある。検出面から近世段階に構築されたものと考えられるが、 2層段階の耕作による破壊を受けていないことか

ら近代段階まで継続して機能していたようであるё

溝7 C地点の2層上面で検出した南北溝である。幅45cm、 深さ10cmである。埋土は黄褐色混じり灰色砂質土

である。近代の耕作痕跡 (畝)と 考えられる。

畦畔 畦畔 1～ 5の詳細については付随する各溝の項で先述したとおりである。これらはすべて南北方向の畦畔

である。畦畔 6は、C地点の2層上面で検出した。包含層をブロック状に含んでおり、盛土と判断した。ただし、

他の畦畔と異なり、北。南の両壁面での位置の確認ができなかったため、南北方向の畦畔かどうかは不明である。

検出面から近代のものであろう。同時期の畦畔間の関係がわかるのは、 3層上面で確認した畦畔3と 4・ 5であ

る。畦畔 4。 5を セットの畦畔として扱うなら、これらの間隔は東西方向に6.Omを 測る。また、溝 1の芯 (肩上

端の中点)を基準にするなら、畦畔 4・ 5と の間隔は7.4mを測る。

c.ま とめ

本調査地点のもっとも大きな成果は、B地点における中世から近代の南北溝 4条の検出である。これらはいず

れも第 3次調査によつて確認されていた溝と同一のものとみられ、各時期の里境を示す遺構との評価がされてお

り1)、 南北方向の条里を復元する際の基準の一つとなっている遺構である2)。 _方で、第 3次調査の成果は、こ

れらの溝が調査範囲の東端に位置していたため、規模の把握や、より東倶1の遺構の分布状況の把握に課題を残し

ていた。今回の調査によって、精度に制約はあるものの近世段階の溝 1の規模および溝群以東の土地利用の状況

について新たに情報を得ることができた。中世～近代の溝 1～ 4は 、わずかに位置を移しながらも繰り返し掘削

されており、条里の重要な基線であったことを改めて認識させる。これら溝群の東側には、第 3次調査で確認し

た西倶1と 同様の耕作域が、耕作面に多少の高低差をもちつつ展開していたと考えられる。

註 1)山本悦世 1992『 津島岡大遺跡 3』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

2)野崎貴博 2003「 津島岡大遺跡における近世の条里遺構について」『津島岡大遺跡12』

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

池田晋 2009「 津島岡大遺跡における古代から近代の条里遺構」『津島岡大遺跡19』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

3.教育学部体育館他耐震改修工事 (動物室):AY01区 鋼査番号43〉

a.調査地点の位置と経過

本調査は、津島北地区の南東部に位置する教育学部体育館 とその周辺施設の耐震改修工事の一環として実施さ

れたものである。関連工事と本調査地点の位置関係を図22に示す。本調査地点では、動物室の既存基礎の撤去に

伴って2.9× 5.3mの 範囲で道路面から深さ0.7mま での掘削が設計された。面積がやや広いものの大半は既存基礎

による既干渉範囲であつたこと、掘削深度がそれほど深 くないことから立会調査での対応となった。掘削の結果、

「黒色土」の上面が一部で確認でき、東壁を除 く各壁面においても包含層の堆積を確認 した。そのため、入力掘

削により「黒色土」を全面で検出し、遺構の有無の確認および壁面の記録をとることとなった。調査は、下層の

堆積状況確認のためのサブ トレンチの掘削 。記録までを実施 して終了した。調査期間は2009年 2月 16・ 17日 で、
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最終的な掘削深度は道路面から0.85mで ある。

調査の結果、「黒色土」上面において弥生時代のものとみ

られる水田畦畔を確認 した。また、サブ トレンチ内では縄文

時代後期の基盤層までの堆積状況を把握 している。以下で調

査成果を報告する。

b.調査成果

(1)層序 (図 23)

包含層が残存するのは既存の建物基礎が露呈する東側以外

の各壁面で、15枚の堆積層を確認 した。記載する断面の平面 図22 調査地点の位置 (縮尺 1/1,500)

的な位置関係は図25に示した。

1層 は旧陸軍による造成土および岡山大学設立以後の造成土を一括 したものである。 2層 は近代の耕作土で、

調査範囲の全体に拡がっていたようである。 3層 は鉄分の沈着が著しく、近世の耕作土とみられる。AY-9ラ イ

ンより南側で観察される。4～ 8層 は、いずれも北壁を中心にしてAY-9ラ インより北倶1で観察される層である。

4。 5層 にはいずれも鉄分の沈着がみられ、 3層 に対応する近世の耕作土と考えられる。 6層 は中世の耕作土と

みられる。7・ 8層 は似た層相を呈すものの、7層 にマンガンが帯状に含まれる点で区別される。やや粘性をもち、

8層 中から土師質土器椀の底部が 1点出土しているため、古代末～中世の耕作土と考えられる。 9～ 13層 はいず

れもAY-9ラ インよりも南側を中心に堆積が観察され、北壁には11層が部分的に拡がっているのみである。 9～

12層 は、津島岡大遺跡の基本層序としている耕作土とはやや様相を異にする堆積層で、全体に砂質が強く、しま

りがなく、ブロック土は含まないものの汚れた印象の層相を呈す。 9層 はマンガンを多く含み、耕作土であった

可能性がある。10層 は土器小片 。炭化物を含む。12層 は炭化物をまばらに、土師器 。須恵器などの土器片を多く

含む。土器は小片ばかりで図化できるものはないが、古代後半のものである。9～ 12層 は二次堆積の可能性もあ

るため出土土器が必ずしも層の堆積時期を示すとは限らないが、上下層との関係とあわせると、古代後半～中世

の範囲に収まると考えられる。13層 は14層 をブロック状に含み、下層を攪拌して形成されたとみられる層で、14

層上面で検出した水田畦畔機能時の耕作土と考えられる。14層 はいわゆる「黒色土」と呼んでいる弥生時代早～

前期の土壌化層である。上面で畦畔を確認した調査区南側では淡褐色を呈し、脱色化しているようである。上面

観察だけだが、本層には土器小片がかなり含まれている状況が確認できた。15層 は調査区南東隅で部分的に確認

したのみで、縄文時代後期の基盤層とみられるが、14層の漸移層になる可能性もある。

13

0          1m

3

造成土

淡灰色砂質土
明橙褐色砂質土

明灰橙色砂質土

灰橙色砂質土

6 淡灰橙褐色土
7 淡灰色土 (Mn)
8 淡灰色土
9 灰褐色土 (Mn)
10 灰褐色土 (土器)

図23 断面図

畦畔 1

①灰色砂質土
溝 1

②灰橙色砂質土
(Fe)

(Fe)

15 灰色砂質土

(縮尺 1/30)

a 南壁

El遺 構

灰色土～砂質土

暗灰褐色土 (土器○)

黒色混淡灰褐色砂質土
14 淡褐色～黒褐色土 ZZ熙
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以上でみてきたように、調査範囲の北傾|では津島岡大遺跡で広 くみられる耕作土の堆積が古代から近代まで確

認できる一方で、南側には耕作土とはやや異質な堆積土の拡が りが確認された。 9～ 12層 は、二次堆積あるいは

盛土の可能性 も考えられるが、ブロックがみられず比較的均質なため、現状では居住活動などの人為的な攪拌に

よつて形成された堆積層と考えておきたい。なお、調査範囲の北倶1では14層 の直上に古代以降の耕作± 4～ 8層

が堆積 し、明瞭な不整合面が存在する。14層 の上に8層 が堆積する地点では畦畔が検出されなかったため、 8層

の堆積時期以前に土地の削平が存在 したと考えられる。北側の耕作土と南倶1の堆積土の各層の時期的な対応関係

は必ず しも明らかではないが、 3層 と4・ 5層 はいずれも近世の耕作土とみられ、少なくとも近世段階では同時

期の生活面に南北でレベル差が生 じていたと考えられる。また、 9～ 12層 の時期が古代後半～中世の範囲に収ま

ることをあわせ考えると、南北の段差は 8層 の堆積以前の削平の時から継続 していた可能性が高 く、南北の段差

の構築と調査範囲北倶1の 削平は有機的な関係を有していたものとみられる。

(2)遺構 (図 23～ 25)

14層上面畦畔 (図 24・ 25)南北方向、東西方向にそれぞれ 1条ずつ確認 した。東西方向のものは北側の肩を検

出できなかったが、これは先述の削平のためと考えられる。南北方向のものはわずかに北から東に振れてお り、

正方位を指向した畦畔とはみられない。畦畔は高さ 2、 3cm程度で残存状況はそれほど良 くないものの、田面

部分では上層からの踏み込み 。攪拌が著 しく (図 24)、 それを手がか りの一つとして検出した。時期は、畦畔機

能時の耕作土とみられる13層 からの遺物の出土が無いため、詳細は不明である。上下層の関係および弥生時代早

～前期の「黒色土」上面に直接畦畔が残存 していることから、弥生時代の範囲に収まると考えられる。

畦畔 1。 溝 1 西壁の 6層上面で確認 した。畦畔 1の北傾1直下に溝 1が掘削されているため、互いに関連する遺

構 とみられる。畦畔 1の盛土が近世の耕作土である3層 の上に堆積 しているため、これらの遺構は近世段階のも

のと考えられる。なお、西壁での位置確認ができなかったため、これらの遺構の走向方向は不明である。また、

条里地割との位置関係を検討 してみたが、 1町・半町の区画線とは一致 しない。

図24 14層上面水田畦畔
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c.ま とめ

本調査地点が位置する津島北地区の南東端の一帯は、これまでに発掘調査・試掘調査とも行われておらず、わ

ずかな立会調査の実施があるのみで、調査のまばらな地域になっていた。今回の調査は限られた面積ではあった

が、本地点周辺が旧地形の微高地になっていることを確認した。本地点の西佃l約 80mに位置する総合研究棟 (教

育系)改修機械設備工事 (都市ガス)(調査番号26)地点 (図 22)に おいても道路面から深さ0.95mで 「黒色土」

を確認しており、一連の微高地となる可能性があろう。また、耕作土とは異質な堆積土が本地点よりもさらに南

側に拡がっているとみられること、土器片の出土が小片ばかりではあるものの、比較的多いことを考慮すると南

倶Iの近辺に生活域が存在する可能性が考えられる。古代後半～中世を上限として想定される土地の削平および段

の構築は、津島岡大遺跡一帯では比較的早い時期の土地造成の痕跡になる可能性もあり、拡がりと時期の検討が

今後の課題となろう。

4.大学会館他改修工事 (一般教育講義棟ガス設備):BBlo～ 11区 鯛査番号52〉

a.調査地点の位置 と経過

本調査は、大学会館およびその周辺施設の改修工事の一環として実

施された一般教育講義棟のガス設備工事に伴うものである。南西20m

の地点に第10次調査地点1)(保健管理センター)、 南側では2004年度

に立会調査を実施している 〈総合番号152〉 (図 26)2)。 西端の既設管

への接続部 (A地点)で は1.5m四方の範囲で道路面から深さ1.4mま

で、新設の管路部分では幅0.5mで深さ0.75mま での掘削が計画された。

調査の結果、接続部の掘削は深さ1.2mで完了し、ほぼ既設範囲内に

収まったものの、北壁の一部で包含層の残存を確認した。管路部分で

は、攪舌しされている地点もあったものの、深さ0.7mま で掘削し、0.5m

前後より下層で包含層が確認された。そのほか、土坑 1基、溝 2条を

確認した。調査期間は2009年 3月 2。 3日 である。

図26 調査地点の位置 (縮尺 1/1,500)

b.調査成果

(1)層序 (図 27)

断面を記載する地点の位置関係は図26に 示 したとお りである。A地点では、ごく限られた観察範囲ではあつた

ものの基盤層と考えられる礫層までの堆積状況が確認できた。ここでは、第10次調査、2004年度立会調査の成果

を参考にしながら、A地点の層序を中心に報告する。

1層 は旧陸軍による造成土および岡山大学設立以後の造成土、および既設埋土を一括 したものである。 2層 は

近代の耕作土である。 3層 は近世の耕作土で、B地点より東倶1で確認した。 4層 は暗褐～褐色の砂質土で、 1～

3cm大の礫を含む。A地点では層厚 4cmと 薄いものの、BoC地 点においても観察され、東西約50mの 範囲に

拡がりを確認 した。2004年度立会調査の基本層序 3層 に対応するとみられる層で、津島岡大遺跡において一般的

に観察される耕作土とは層相が異なる。砂質が強く、ブロックを含まない均質な層相を呈 し、色調から土壌化作

用を受けているものとみられる。わずかな色調の濃淡や礫の多寡によって、地点によっては細分が可能であった

が、観察できる層厚が薄 く上下関係がはっきりしないためここでは一括 して扱った。堆積時期は、2004年度の調

査成果で中世～近世の範囲が考えられている。今回の調査でも遺物の出土がないため上下層の関係でしか時期を

検討できないが、A地点において近世の耕作土である3層が本層上に堆積 しているため、近世の耕作地化以前に

m2004年 度立会地点 L_________一 十 ~」 T
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巨亜ヨ遺構
0       1m

溝2
①暗灰色砂質土
②淡灰褐色砂質土
③黒色混暗灰褐色砂質土

1 造成±       5 淡褐色砂質土    土坑 1

2 淡灰色砂質±    6 暗淡褐色砂質土   ①淡褐灰色砂質土
3 灰褐色砂質±    7 灰褐色砂質土    ②淡灰白色砂
4 暗褐～褐色砂質土

図27 断面図 (縮尺 1/40)

は本層が堆積 していたことが新たに知 りうる。 5・ 6層 は淡褐色砂質土で、 5層 に微量の炭化物、 6層 に明灰色

の砂質土ブロックがわずかにみ られることか ら細分 している。A地点のみで確認 した。 5。 6層 とも3～ 5cm

大の円礫をまれに含み、上層よりも色調が淡 くなる。第10次調査の基本層序 〈8層〉に対応するとみられ、弥生

～古墳時代の層と考えられる。 7層 は 3～ 10cm大の亜円礫～円礫を非常に多 く含む層で、基盤層となる礫層と

考えられる。道路面から7層上面までの深さは1.Omを 測 り、浅い位置での検出である。正確な標高の比較はでき

ないものの、第10次調査地点の基盤層上面よりも30～ 40cm高 くなるとみられる。

B地点を境に西側では近世・近代の耕作土である2層 ・ 3層 を確認 したものの、東側では段差を生 じてお り、

堆積を確認できなかった。東側では4層 より上層が削平されている可能性 も考えられるため、 2・ 3層相当の耕

作土が本来存在 していたかどうかはわからないが、少なくとも近世 。近代の段階では調査範囲の東側がより高い

地形であったと考えられる。2004年度立会調査第 2地点 (図 26)に おいても近代層の標高が西佃1約 50mに位置す

る第10次調査地点よりも40cmほ ど高 くなることが指摘されており、一致する成果といえよう。

(2)遺構 (図 27)

土坑 l B地 点の 4層上面で検出した。直径は確認できる範囲で1.6m、 深さは不明である。埋土は2層確認でき、

下層には淡灰白色の砂がみられる。検出面からは4層 の堆積時期以降、すなわち中世以降としか判断できないが、

津島岡大遺跡において中世に遡る土坑はほとんどみられないことを考慮すると、帰属時期は近世の可能性が高い。

溝 l B地 点の 4層上面で検出した。幅30cm、 深さ12cmを 測る。近代の耕作土である2層 によって埋まってい

ることから、近世～近代に機能していた溝と考えられる。耕作に伴う遺構の可能性が考えられる。

溝 2 C地 点の 4層上面で検出した。現存で幅50cm、 深さ20cmで ある。立ち上が りがやや緩やかであること、

平面観察の限リラインが南北に直線的に走ることを根拠に溝と判断したものの、幅50cmの管路の範囲での観察

のため土坑の可能性も捨てきれない。検出面以夕れこ時期を判断する材料はほとんどないが、埋土の特徴から近世

段階のものと推測される。条里地割との関係を検討 したものの、 1町・半町のラインにはあたらない。

c.ま とめ

本調査地点では、津島岡大遺跡一帯にみられる「黒色土」は確認できず、基盤層と考えられる礫層上には褐色

系砂質土の堆積がみられた。同様の堆積状況は、第10次調査地点においても確認されてお り、旧地形の微高地上

にあたると考えられている。第10次調査地点の基盤層上面は北に向かって高まっていることから、その北側約

20mに位置する本調査A地点は一連の微高地のさらに頂部に近い部分に相当するとみてよい。

東西約50mの 範囲に拡が りを確認 した 4層 は、西側で堆積が薄くなってお り、第10次調査地点では確認されて

いない。 したがって、現状では第10次調査地点の東側から北東側に分布する層といえる。この層の性格につい

-24-



第2節 立会調査の概要

て、2004年度立会調査では道路用の造成土や土盛 りの可能性が考えられているが、今回の調査成果をあわせると

BB10～BC10付 近を中心にかなりの拡が りをもつものと推測され、局所的な造成の痕跡とは考えにくい。また、

耕作土とは異質な層相を呈す一方で、ブロックが顕著に観察されない均質な堆積層であることも造成土とは断定

しにくい特徴の一つである。この層の分布する範囲に典型的な耕作土の形成が認められるようになるのは、現在

までの成果によると近世以降のことで、津島岡大遺跡内でこの一帯は耕作地としての利用が遅れた一角であった

可能性が考えられる。そうであるなら、 4層は必ずしも造成によるものとは限らず、他の地点に比べて耕作活動

の影響を受けないために土壌化および人間の居住活動などによる攪拌が母材 となる砂礫層に継続的に作用 して形

成されたものとも考えられよう。いずれにしても、本地点の成果は2004年度立会調査で確認された3層 の性格 。

分布について新たなデータを補足するものである。

註 1)山本悦世 。岩崎志保 2003『 津島岡大遺跡11』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

2)光 本順 2006「 津島キャンパス環境整備 (留 学生センター西)に伴う立会調査」

『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2004』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

5。 その他の調査地点

津島地区の立会調査では、上述の3件のほか、中世層にまで掘削が達した地点が12件 ある 〈調査番号7。 21・

22・ 26・ 28。 32。 33。 39。 40。 44・ 49・ 53〉 。大学生協福利厚生施設東棟新築関連の工事 (39・ 40〉 については、

本章第 1節 において詳細を報告 した第31次発掘調査地点の隣接地にあたり同様の堆積状況を確認 したのみなの

で、ここでの報告は割愛 したい。以下には、アースオーガ掘削工法などのため調査成果の限られたものを除いた、

〈53〉  GL〈22西〉

(調査番号 7)
1 造成土
2.粘土層
3 黄褐色砂
4 礫層
5 褐色砂
6 礫層

〈調査番号22)

1 造成土
2 明灰色砂質土
3 明橙灰色砂質土
4 明灰色粘質土
5 暗灰色粘質土
6 明灰褐色砂質土
7 灰褐色砂質土
8 明灰色砂

図28 その他の調査地点の断面柱状図 (縮尺 1/120、 1/40)

匝王ヨ遺構  魏⑮魏黒色土

〈調査番号26)

1 造成土
2 黒褐色粘質土
3 淡茶褐色砂質土

(調査番号33)

1.造成土
2 包含層
3.黒褐色粘質土
4 黄褐色砂質～粘質土

〈調査番号32〉

1 造成土
2.淡灰黄色土
3.灰橙褐色土
4 灰黄褐色土
5 明灰黄褐色土
6 明灰色土

-2.Om

0       1m

(調査番号49〉

1 造成土
2.灰褐色砂質土
3 灰色粘質土
4 灰色粘質土
5 橙灰色粘質土

(調査番号53)

1 造成土
2 青灰色粘質土
3 淡緑灰色砂質土
4 淡灰褐色砂質土
5 灰色粘土
6 灰黄色粘土
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第1章 津島岡大遺跡の研究

残 り7件 (8箇所)の成果を断面柱状図でまとめた (図 28)。 観察地点の位置については、図30に示 している。

理学部ヘリウム液化装置基礎工事 〈7〉 では、道路面から深さ7.Omま で掘削が行われた。オーガエ法のため、

層の観察およびレベルの記録は多分に不確実な部分を含んでいるものの、地下 7mま での堆積状況の観察を行う

機会はそれほど多くないためここで報告しておくことにしたい。道路面から約2.5mを 測る3層以下が基盤層と考

えられ、砂層 。礫層が続く。「黒色土」はみられず、西側に隣接する第19次調査地点で確認された弥生時代の河

道内に位置する可能性が考えられる。

総合研究棟 (教育系)改修電気設備工事の接地極埋設 〈22〉 では、2地′点を掘削し、いずれの地点でも古代の

耕作土とみられる5層 より下位において溝もしくは河道の埋土と考えられる砂質土を確認している。総合研究棟

(教育系)改修機械設備工事の都市ガス設備 〈26〉 では、道路面から深さ0,95mで 「黒色土」上面、1.15mで基盤

層上面が確認された。先述の教育学部体育館他耐震改修工事 (動物室)〈 43〉 地点で確認した微高地の拡がりを

検討する上で重要なデータである。一方、同じ教育学部体育館周辺でありながら教育学部体育館他改修電気設備

工事の接地極埋設 〈49〉 では、道路面から深さ1.7mま で掘削が行われたが「黒色土」は確認されなかった。プー

ル系統水道メーターボックス取設工事 (32〉 、南宿舎電柱設置工事 〈33)は いずれも津島地区内で既往の調査の

少ない一角での実施となった。前者では、 5・ 6層が中世の耕作土に相当するとみられる。後者は、オーガエ法

で実施されたため正確なレベル記録ではないものの、現地表面から比較的浅い位置で「黒色土」が確認できた。

そのほか、中世層が確認されたのは、工学部屋外ガス配管改修工事 〈53〉 である。 5・ 6層が中世の耕作土に相

当するとみられる。 (池田 晋 )

表 1 2008年度津島地区調査一覧

番号 種類
査

区

調

地
構内座標 所属 調査名称 細 目調査名称 調査期間

掘削深度

(GL m)
内 容

1 発掘 津島北 AX04 生協
福利厚生施設東棟新営に
伴う発掘調査

617～822 27～ 30
古代の溝群、弥生時代前期の水田畦畔など

を確認

2

立会 津島南 イ
岡山・岡大連携 型 イ ン

キュベータ建築工事

抜根 05-055 造成上内

3 配管 43・ 48 115～ 12 近世層上面まで確認

4 BC18,19 雨水排水枡設置 78・ 23 近世層まで確認

5 立会 津島南 イ
岡山・岡大連携 型 イ ン

キュベータ電気設備工事
外灯設置 528 078～ 10 造成十内

6 立会 津島北 AZ02～ 03 教
教育学部改修に伴 う打合

室設置工事
仮電柱設置 528 10～ 11 近代層まで確認

7
立会 津島北

AZ09
理

理学部ヘリウム液化装置

基礎工事

基礎杭設置 黒色上な し、GL-4m以 下で礫層を確認

8 AZ09 杭周 りの根切 り 造成土内

9 立 会 津島北

AX08・ 13

AY13 BB07
BC13

BD10・ 12・ 13

事
環境整備 (案内板等)新設

工事
77-9 造成土内

立会

津島北

AV01

環
水辺環境 (教育・研究)施

設整備工事

敷地造成 (池部分 ) 075～09 造成土内

立 会 AW00 (腐食株除去 ) 造成土内

立会 AV01 (ハ ンドホール新設 ) 造成土内

立会 (水銀灯撤去 ) 既設 内

立会 AW01 給水配管 造成上内

立 会 AW00～ AX02 排水設備 820～91 055-105 集水桝 1地 点で近代層まで確認

立会 AヽV00・ 01
電気設備

(ハ ンドホール新設)

822 085～ 09 造成十内

立会 AW02 (既存 ポール灯移設 ) 097 造成土内

立 会

津島北

AZ04

教
総合研究棟 (教育系)改修

工事 (教育学部本館 )

中庭植 栽移植 714'17 05～ 07 造成十 内

立会 AY04 耐震ブレース部分掘削 既設内

立会 AZ05
側溝新設・外部シャフ ト

基礎など
122 067-09 側溝新設部で近代包含層確認

立会

津島北

AY03・ AZ03・

BA03
教

総合研究棟 (教育系)改修

電気設備工事

建柱掘削 3地点掘削 し、北地点では黒色土みられず

立会 AY04 接地極埋設 1023 17-178 占代層下に溝 もしくは河道の理土 とみられ

る砂層を確認

立会

津島北

AY05

教
総合研究棟 (教育系)改修

機械設備工事

都市ガス設備 08-115 近世層まで確認

立会 AY05 屋外排水管 造成土内

立会 AY04 給水及び消火配管 1029・ 117 06-096 造成土内

立 会 AZ03 都市ガス設備 12 GL-095mで 黒色土を確認
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立会
津島南

BB12 KDDI無線基地局新設工 管路 922・ 24・ 25 07～ 121 近世層まで確認

BB12 事 建柱 灰褐色砂質土層まで確認、黒色土未確認

立会 津島北 BB05～ 10 事
総合教育棟 Ⅱ期 (共通教

育)改修電気設備工事
高圧ケーブル埋設配管 07～ 085 造成土内

立 会 津島南 BF12 施 南北道路水道管復旧工事 1024 造成上内

立 会 津島南 BF15 事 農学部水道管復旧工事 造成土内

立会 津島南 BB04 事
プール系統水道メーター

ボックス取設工事
117 09-15 中世層まで確認

立 会 津島南 BJ17 事 南宿舎電柱設置工事 およそGL-12～ 15mで 黒色土確認

立 会 津島北 AV8・ 7 工 工学部10号館電気工事 06-11 既設内

立 会

津島北

AU03～ AX03

生協
大学生協福利厚生施設東

棟新築工事

仮電柱設置 10地 点 を掘削 し、2地点 で近代層 まで確認

立会 AX04 基礎杭設置 1224・ 26 既設内

立会 AX04 給水管 088～ 115 近世層まで確認

立会 AX04 玄関設置 217 近代耕作土層まで確認

立会 AX04 ガス管 085～ 121 中世層まで確認

立会 AX05 外灯移設 11-12 2地点掘削 し、古代層まで確認

立会 津島北 AU13 AV13 図
中央図書館他耐震改修工

事
仮電柱設置 06-08 3地点掘削 し、造成土内

立会 津島北 AW00～ 01 事
新技術センター公共下水

道接続工事
22-4 085-175

中世～近代の里境を示すとみられる南北溝

4条 を検出 黒色土上面まで確認

立会 津島北 AY01 教
教育学部体育館他耐震改

修工事
動物室 216-17 黒色土上面で弥生時代の水田畦畔を確認

立会

津島北

AY03 BA03

教
教育学部体育館他改修機

械設備工事

仮電柱 設置 12～ 17
2地点掘削 し、北地点では中世層 まで、南

地点では東西溝の埋土を確認

立 会 AY02 消火配管 LJ」 替 造成土内

立会 AY03 ガス管 310～ 11・ 19 08～ 12 近世層まで確認

立会 AY03 給水配管 035^‐ 107 近世層まで確認

立会 AZ01
動物室周囲給水・排水

ガス管
既設内

立会
津島北

AY02
教

教育学部体育館他改修電

気設備工事

接地極埋設 35・ 16 03～ 17 古代層まで確認

立会 AY02 埋設電線管 造成土内

立会 津島南 BF15・ 17 農 農学部東屋設置工事 226-27 造成土内

立会 津島南 BB10～ 11 事 大学会館他改修工事 一般教育講義棟ガス設備 32-3 07～ 12
GL-10m以 下で礫層、土坑1基、溝2条 を

確認

立会 津島北
AV04～ 06

AW04
工

工学部屋外ガス配管改修

工事
316-19 08～ 148 一部で中世層まで確認

立 会 津島北 AU08 AX08 工
工学部カーブミラー設置

工事

2地点を掘削、北地点ではGL-05m以 下で

岩盤が露呈、南地点では近代層まで確認

48  46  44   42   40  38  36   34   32  30  28  26   24   22  20   18   16   14

図29 津島地区全体図 (縮尺 1/20,000)

第 2節 立会調査の概要
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第 2節 立会調査の概要

00            AS

―土生地区― (縮尺 1/3,000)

<津島南地区>

|

鯰

■

発掘調査

立会調査

<津島北地区>

寵雖麒

□
一一目
≡

留学生等

宿泊施設

陸上競技場

実験研究圃場 日日日 グラウン ド

図30 2008年度の調査地点 【1】 一津島地区― (縮尺 1/4,000)

※番号は表 1の調査番号に対応す る。
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第 1節 発掘調査の概要

第 2章 鹿田遺跡の調査研究

第 1節 発掘調査の概要

鹿 田 遺 跡 第 19次調 査 噛 学部渡 り廊下新営 :鹿 田AW～AY22～ 23区 )

a.調査の成果

弥生時代後期・古墳時代後期・古代 。近世の遺構 。遺物を検出した。そのうち、弥生時代後期では、土器 。礫

で被覆され、微高地から河道に向かって構築された堤状の立体的な構造を有する特異な遺構である「方形高まり」

を確認した。「方形高まり」の頂部には貝塚が形成されているうえ、盛土内には壺棺・焼土遺構が構築されている。

各種の遺構が複合的に確認されることも本遺構の特異性を示す。また、河道に向かい構築されるという立地上の

特徴からは、川との関係を強く想起させる遺構でもある。このような遺構の類例は管見になく、その機能や役割

については明らかでない点も多いが、鹿田遺跡は瀬戸内海や旭川に近接した位置に立地する水上交通の利便性に

富んだ環境にあり、本調査の成果が臨海性集落としての鹿田遺跡の性格を考えるうえで重要な資料となる。

古墳時代後期では土坑と溝を確認した。これらの遺構から出土した遺物はこれまでの鹿田遺跡の調査で知られ

ていた古墳時代後期の遺構 。遺物よりもやや古いものである。古代では蹄脚硯脚部破片が出土した。蹄脚硯は都

城や国府等、全国的にも出土する遺跡が限られている。今回出土した蹄脚硯は藤原摂関家殿下渡領である鹿田庄

の成立を考えるうえでも注目される。

調査期間 :2008年 6月 26日 ～ 9月 12日

調査面積 :80だ

調査担当 :野崎貴博 (主任)・ 山本悦世 。池田晋・岩崎志保・光本順

主な遺構・遺物 :<弥生>「方形高まり」 1基 (貝塚 1基 。壺棺 1基 。焼土遺構 2基を含む)。 土坑 1基 。

溝 2条 。弥生土器、<古墳>溝 5条・土坑 3基・須恵器、<古代 >ピ ット3基・蹄脚硯、

<近世>土坑 2基

b.調査の経過

岡山大学病院外来診療棟 と歯学部棟を結ぶ渡 り廊下の立体交差化が計画され、橋脚基礎構築のための掘削が必

要となった。これまでの調査により、外来診療棟周辺では弥生時代以降、遺構・遺物が濃密に分布 していること

が明らかとなっている。また、本調査地点では1983年度の立会調査の際に弥生時代後期の土器や分銅形土製品の

出土、貝層の堆積などが確認されていた。そこで、対象面積は狭小であったが、発掘調査を実施することとした。

まず、2008年 6月 16～ 25日 まで重機による表土掘削を行った。発掘調査は 6月 26日 から実施 し、近世、古代、

古墳時代、弥生時代の遺構・遺物を確認 して、 9月 12日 に終了した。その間、予想以上に濃密な内容を確認 した

ため、 7月 からは調査員 3名、 8月 中旬以降は調査員 5名 の体制をとった。調査区のほぼ全域で検出した弥生時

代後期の土器・礫群については、 8月 7、 8日 にレーザーによる三次元計測を実施 し、微糸田な位置情報の網羅的

な採集を行った。なお、 8月 9日 に現地説明会を実施 し、約100名 の見学者があった。
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第2章 鹿田遺跡の調査研究

c.調査の概要

(1)調査地点の位置 (図 31)

本調査区は岡山大学鹿田地区の中心部よりやや北東に位置

し、西に外来診療棟地点 (第 1次調査 :弥生時代中期～中世の

集落を確認)が、南にNMR―CT室地点 (第 2次調査 :弥生時

代後期～古墳時代初頭、古代～中世の遺構を確認)があり、本

調査区の西から南にかけては弥生時代中期以降、核 となる集落

が展開した微高地が広がっていたことが知られる。

一方、本調査区の北～北東部では、立体駐車場地点 (第 16次

調査)や周辺の試掘調査の成果から、中世以前には深い谷や河

道などの低地部が広がっていることが判明している。中世以前、

本調査区は集落が展開する安定した微高地と深い谷状の地形が

入 り込む低地部の中間に位置していることとなる。

(2)層序 (図 32。 33)

調査区北 。南 。東辺と、調査区中央に南北方向の土層観察用

1.第 19次調査 (本調査地点・歯学部渡り廊下)

2.第 1・ 5次調査地点 (外来診療棟・管理棟)

3 第 2次調査地点 (NMR― CT室 )

4.第 16次調査地点 (立体駐車場)

試 :試掘地点

図31 調査地点の位置 (縮尺 1/3.000)

L北壁

柱状図

南

Jヒ

断

面

土手を設定 して堆積状況を確認 した。ここでは北 。南壁、南北中央断面で確認

した本調査区の基本土層を示す。

1層 近 。現代の造成上で、1922(大正11)年の医科大学設立以降の盛土であ

る。特に西側の外来診療棟佃1に造成上が高 く盛られている。上面の標高は約2.9

～3.4mで ある。

2層 明灰白色砂質土である。やや砂質が強い。上面の標高は約2.Omで ある。

近代層と考えられる。

3層 灰茶褐色砂質土である。調査区北部の一部で確認し、上面で古墳時代後

期の溝 と土坑を検出した。古墳時代後期を下限とする土層である。

4層 黄茶褐色砂質土である。上面の標高は1.6～ 1.88mで、調査区の北に向かっ

てやや下がる。調査区北半では厚 く堆積する。古墳時代の土層と考えられる。

5層 灰～灰茶褐色砂質土である。上面の標高は1.37～ 1.67mであ り、南から

南北
断面

1 南壁柱状図

図32 断面の位置 (縮尺 1/250)

南壁柱状図

…

1 造成土
2 明灰白色砂質土
3 灰茶褐色砂質土
4 黄茶褐色砂質土
5 灰～灰茶褐色砂質士

南北中央断面

移に,1り C

6 明灰茶褐色砂質土
7 淡灰茶褐色砂質土
8 土器・礫混灰褐色砂質土
9 淡灰橙色砂質土
10 明灰褐色砂質土

図33 土層断面・柱状図 (縮尺

El土器・礫混合層

暗灰色粘質土
灰色

～
灰橙色粘質土

青灰色～灰色粘質土
明茶褐色～灰茶褐色砂質土

北壁柱状図

11

12

13

14

1/80)
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北に下がる。 5層 が確認されなかった調査区南側では削平された可能性がある。遺物の出土はないが、古墳時代

初頭から形成された土層と考えられる。

6層 明灰茶褐色砂質土である。上面の標高は1.0～ 1.36mであり、南から北に下がる傾斜を有 している。「方形

高まり」高まり部の周囲に堆積する土層である。遺物の出土はないが、古墳時代初頭の土層と考えられる。

7層 淡灰茶褐色砂質土である。上面の標高は0.83～ 1.07mである。南から北に下がる傾斜を有する。遺物の出

土はないが、古墳時代初頭の土層と考えられる。

8層 土器・礫混灰褐色砂質土である。含まれる土器には、弥生時代後期から古墳時代初頭までのものがみられ

る。「方形高まり」の外表を形成する盛土である。上面の標高は0.55～ 1.7mである。弥生時代後期～古墳時代初

頭の土層である。

9層  淡灰橙色砂質土である。「方形高まり」高まり部の端部周辺に堆積 しているが、調査区北壁までは延びな

い。「方形高まり」の基部を覆う盛土である。上面の標高は0.5～ 0.87mで ある。弥生時代後期の土層である。

10層 明灰褐色砂質土を主体 とする土層である。「方形高まり」高まり部を形成 してお り、ブロック状の土層が

積み上げられている状況から盛土と判断した。上面の標高は約1.2～ 1.55mである。弥生時代後期の土層である。

11層 暗灰色粘質土で、本質を含むことや、グライ化 した土壌状態を示すことから、低湿地状の地形の堆積土

であると考えた。弥生時代後期の土器を含む。上面の標高は0.42～ 0.5mで ある。弥生時代後期の土層である。

12層 灰色～灰橙色粘質土である。白色細砂ブロックを含む。「方形高まり」高まり部端部周辺と、高まり部盛

土である10層 の下位に堆積 し、調査区北壁までは分布 しない。上面の標高は0.42～ 0.6mで ある。

13層 青灰色～灰色粘質土で、グライ化 した土壌である。整地以前の低湿地の堆積層であると考えられる。上

面の標高は0.17～ 0.42mで ある。

14層 明茶褐色～灰褐色砂質土である。マンガンの集積が発達 している。上面が硬 く、微高地側の基盤層上面

と認識 した。上面の標高は0.85～ 0.99mで ある。微高地部の基盤層である。

(3)遺構と遺物

①弥生時代 (図 34)

弥生時代の遺構 として、「方形高まり」、溝、土坑、杭を確

認 した。「方形高まり」では、頂部や盛土内で貝塚、壺棺、

焼土遺構を検出した。

「方形高まり」 調査区南東の高まり部から北半の低位部で

確認した土器・礫で覆われる特異な遺構で、調査区外へと広

がる。盛土で形成される高まり部から低位部まで、土器 。礫

の堆積が途切れずに連続 しており、高低差をもつ一体的な構

造物であると考えている。そこで、ここでは土壇状の高まり

を「高まり部」、高まりの周辺部を「低位部」と呼称 し、「方

形高まり」をそれらの総称として用いたい。

高まり部は、方形状の平面形を呈 し、南端から北北西に向

かって突堤状に延びる。調査区内で確認できた規模は長さ約

6m以上、幅約 5m、 高さ約0.8mで ある。頂部は南北約4.5m、

東西約2.3mの 広さを有する平坦面 となってお り、貝塚が形

成されている。

外表を覆う土器 。礫の厚みは、高まり部平坦面では約40～

焼土遺構        壺棺

田田 土器の散布範囲             lll

図34 弥生時代遺構配置模式図 (縮尺 1/150)

貝 塚

(分布域 )
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50cm、 北佃1に 広がる低位部では10～ 20cmを 有する。 これ らの土器は壺・甕 。高杯 。鉢 を主体 とし、器台や製塩

土器 を含む器種構成である。時期的には弥生時代後期か ら古墳時代初頭の ものを含んでお り、土器 。礫混合層が

長期 にわたって形成 されたことを示す。なお、土器・礫の量は約230箱 (1箱 :容量約302)にのぼる。

この土器・礫混合層を除去したところで、壺棺 1基 ・焼土遺構 2基 を確認した。「方形高まり」の構築が祭祀

や儀礼行為を織 り交ぜながら進行したことをうかがわせるものである。頂部に形成された貝塚や土器 。礫の被覆

も合わせ、各種の遺構が複合的に形成されていることも特徴といえる。以下、「方形高まり」を構成するこれら

の遺構について個別に記載する。

・貝塚 (図35)「方形高まり」頂部に形成される。規模は東西約 3m、

南北約 4mで、貝層の厚さは約0.2～0.3mで ある。シジミ・ハイガイを

主体とし、カキゃ巻貝を少量含んでいる。一部に同一貝種の集中部もあ

り、貝塚の形成過程を考察する材料となる所見も得られている。その他、

魚骨や植物の種子などの資料もわずかに出土 した。

・壺棺 (図36)土器・礫混合層を除去 した段階で確認 したが、掘削面

のプランは不明瞭である。弥生時代後期前半の大形の壷を身に、大形の

鉢を蓋に用いている。「方形高まり」の形成された時期を考えるうえで

も重要な資料である。

・焼土遺構 2基の焼土遺構は、土器・礫混合層を除去 した段階で検出

した。高まり部の東斜面際、および南西斜面際に 1基ずつ構築されてい

る。いずれも形状は不明瞭なうえ、調査区外へと延びるため正確な規模

は明らかでない。南側の焼土遺構の平面形は不整形であるが、東西約1.8

m、 南北約1.2m以上の規模 を有する。東側の焼土遺構は大 きく攪乱を

受け、残存部分の規模は、南北約0.75m以 上、東西約0.65m以 上で、不

整な楕円形を呈する。東壁断面では、炉壁状に焼きしまった大型の焼土

塊を多 く含む層が認められた。

溝 調査区西半で上下に重複 した 2条の溝を検出した。溝 1は北北西―

南南東方向に掘削された溝である。標高約0.9～ 1.Omで検出した。溝の方向は、「方形高まり」の軸方向に合致 し
てお り、両者が同時期に存在 し、有機的な関係を持っていたことも想定される。幅約0.9～ 1.lm、 深さ約0.5mで 、
断面形はU字形を呈 し、法面は底部から急角度で立ちあがる。溝 2は検出面の標高が約1.3m前後である。幅約1.5

m、 深さ約0.5～ 0.7mで 、断面形は半円形を呈 している。溝 2の通る範囲は土器・礫の空白域にあたるが、これ
は溝 2の構築により、高まり部西斜面や低位部の一部が失われたもので、本来は土器 。礫が分布 していたと考え
られる。

土坑 調査区北西の低位部に位置する。土器・礫層を除去後、標高約0.4mで検出した。隅丸方形の平面形で浅
い箱形の断面形を呈 し、底面は平坦な土坑である。規模は長さ約1.6m、 幅約0.8m、 深さ約0.25mを はかる。埋土
は暗褐色の粘質土が主体で土器片 。礫・植物遺体を含む。

杭 杭は調査区北側の低位部で 2本確認 した。13層上面で検出し、検出標高は約0.3mで ある。杭の先端は標高
約 -0.lm前後にいたってぃる。本調査区では他に杭は確認されておらず、検出された杭が 2本 と少ないことから、
護岸を目的とした杭列とは異なるものとみられる。

②古墳時代 (図 37)

古墳時代後期の遺構 として、南北方向に走向する溝 5条、土坑 3基を検出した。
溝 調査区西半で繰 り返 し掘削された溝 5条を検出した。溝は 3・ 4層上面で 2条、 4層で 3条 を確認 している。

図35 貝塚検出状況

図36 壺棺出土状況
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幅約0.7～ 0.9m前 後、深さ約0.25～ 0.5m前 後で、断面形は半円

形を呈 している。 6世紀後半～末にかけての須恵器が出土 して

いる。

土坑 調査区北半で 3基 を検出した。いずれも側溝等によって

その多 くを失ってお り、全形を確認 し得ていない。そのうち、

焼土や炭化物片を含む土坑は、平面的には周囲の土層と埋土の

区別が困難で、炭・焼土の散布範囲から土坑の夕ヽ縁を推定した。

南北約1.7m、 東西約1.3m程度、深さ約20cmで 、古墳時代後期

の須恵器を包含 していた。 6世紀後半代の須恵器であり、溝と

同じ時期の所産である。

③古代 (図 37)

古代の遺構の可能性があるものとして、ビットおよび溝状の

落ちがある。ビットは調査区南東区画で3基を検出した。検出

面は4層であるが本来の構築面は削平により失われている。平

面形はいずれもやや不整な円形で、径は約0.3～ 0.5m、 深さ約0.2

mである。調査区東辺で検出した溝状の落ちは、攪乱が各所に

およんでおり、断続的に残存していたものである。検出面の標

高は約1.7mで、幅約0.6m以 上、深さ約0.2mを はかる。断面形

囲

鶉

■

古墳時代後期

古代

近世

第 1節 発掘調査の概要

|      ★ :蹄脚硯出土地点

0             5m

図37 古墳時代後期～近世の遺構 (縮尺 1/150)

は浅い皿状を呈している。埋土内から蹄脚硯脚部破片 1点が出土した。

④近世 (図 37)

調査区北端で土坑 2基 を検出した。楕円形の平面形を呈し、規模は直径約0.5～ 1.Om、 深さは約0.2～ 0.4mで ある。

埋土はいずれも明灰褐色砂質土である。 1層 を除去した4層上面で検出したが、近代以降の造成により本来の構

築面は削平により失われており、埋土の特徴から近世に属するものと考えられる。

d.ま とめ

本調査地点は狭小な調査範囲であつたが、重要な成果を得ることができた。まず、弥生時代の調査成果として、

「方形高まり」の確認が挙げられる。「方形高まり」の構造的な特徴、立地の特徴は以下のようにまとめられる。

構造的な特徴として、盛土によって高まり部が構築されること、高まり部から低位部まで連続的に広がる土器・

礫混合層によって被覆されること、高低差を有する立体的な構造物であることが挙げられる。さらに内部には壺

棺や焼土遺構などの遺構が構築されたり、頂部に貝塚を形成したりするなど、さまざまな遺構が複合的に形成さ

れていることもこの遺構の特徴である。

立地の特徴としては、集落のある南の微高地から北の河道に向かって突き出すようなかたちでつくられること

が挙げられる。河道に向かってつくられた「方形高まり」は、川との関係を強く想起させる遺構といえる。さら

に、鹿田遺跡は東を流れる旭川には至近の位置にあり、旭川を経由して瀬戸内海に至ることが可能な水上交通の

利便性に富んだ環境にあるため、この「方形高まり」の機能や役割の解明が臨海性集落としての鹿田遺跡の性格

を考える手がかりとなろう。今後、調査成果の分析を進め、「方形高まり」の機能や役割を明らかにしたい。

古代の遺構はビットと溝状の落ちのみで、貧弱な内容であったが、蹄脚硯の出土が特筆される成果である。蹄

脚硯は都城や官衛に関する遺跡から出土する場合が多い。古代以降の鹿田遺跡の性格や「鹿田庄」の形成史を考

えるうえで重要な資料となる遺物の出土といえよう。

なお、本調査の成果は整理途上にあり、本報告は現時点での暫定的な認識に基づくものである。 (野崎貴博)
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第 2節 立会調査の概要

調査の実施状況

2008年度の鹿田地区における立会調査の実施件数は6件である。そのうち4件は中央診療棟の新営および西病

棟の取り壊しに関連する基幹整備工事である 〈調査番号3～ 6〉 。これらの工事では概して掘削深度の大きいも

のはなかったが、東側に隣接する第18次調査の成果を補足するデータを得ることができた。以下では、これらの

基幹整備工事、および近世土坑が2基確認された基礎医学棟一部とりこわしに伴う支障ガス配管移設工事 〈調査

番号7)の成果を報告することにしたい。

2.基幹整備 (西病棟 とりこわ し他)工事 :BQ24～CD27区 鋼査番号3～ 6〉

a.調査地点の位置と経過

本調査は、4件の工事で構成され、仮設渡り廊下設置 〈調査番号 3〉・平板載荷試験 (4〉 。現場打ち集水桝 〈5〉

については、中央診療棟と南病棟の間に位置し、ライトコー ト (6〉 については中央診療棟建物内に位置する (図

38)。 一連の工事は、西病棟の取り壊し後から新中央診療棟の建設が完了するまでの時期の仮設渡り廊下の設置と、

それらに関連する環境整備の一環として計画されたものである。

仮設渡り廊下地点については、3.4m幅 で現地表面から深さ0.75mの掘削が計画され、掘削深度が深くないこと、

恒久的な施設ではないことから立会調査での対応となった。現場打ち集水桝地点については、既設管路によって

すでに攪乱されていることが予想されたものの、既設管の撤去および桝の新設にあたって極力掘削範囲が狭くな

るように協議し、桝部分は3.4× 1.8mの範囲を現地表面から1.4mま で掘削することとなった。ライトコート地点は、

中庭として利用していた場所に2階建て仮設渡り廊下の延長部の基礎を設置することになつたために、4.3m四 方

の範囲に現地表面から0.75mで の掘削が必要となったものである。既存の建物に囲まれた狭い空間内での工事と

なったため土止め措置が必要となり、工法によっては地下の遺構・遺物、包含層が破壊されることが懸念された。

土止めの工法および調査方針について協議を行った結果、土止めに

ついては掘削深度がそれほど大 きくないためベニヤ合板を径 6cm

の鋼管で固定 して措置可能であり、地下への影響は最小限に抑えら

れること、仮設撤去にあたっては包含層を破壊せずに実施可能との

回答を得、これらを確認の上、立会調査での対応となった。調査は、

調査員の立会のもと重機で掘削を進め、断面記録の済んだ壁面から

先述の土止め措置を行った。掘削完了後に遺構精査を実施し、下層

の堆積状況確認のためのサブ トレンチの掘削・記録までを行い、調

査を終了した。

調査の結果、渡 り廊下地点では南側の大半が西病棟および旧売店

の基礎による既干渉範囲に収まっていたものの、北側の一部で近世

層までの堆積状況を確認した。現場打ち集水桝地′点についても大部

分は既設管によって破壊されていたが、壁面の一部で包含層を確認

した。ライ トコー ト地点では、遺構は確認できなかったものの、湿

地性堆積層の拡が りを確認した。なお、各地点の調査期間は表 2に

まとめている。図38 調査地点の位置 (縮尺 1/1,000)
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b.調査成果

本調査地点では、遺構は確認されなかった。

また、4.3m四 方の範囲で調査を実施 したラ

イトコー ト地点では北壁・西壁で包含層を連

続的に観察できたものの、単純な水平堆積で

調査範囲内での変化に乏しいため、柱状図で

成果をまとめた (図 39)。 記載断面の位置は

図38に示す。

a地点では現地表面から0.95mま で掘削 ―

し、近世層までを確認した。 1層 が近代以降

の造成土である。 2・ 3層 は近代の堆積土で、

第18次調査地点の基本層序 (2層 〉に相当す

a〈調査番号 3)
1.造成土
2 明灰色砂質土
3 灰茶褐色土

2.Om  4 暗青灰色粘土
5 灰茶褐色砂質士
6 明灰色砂質土

b(調査番号 5〉

1 既設埋土
2 灰色土
3 灰褐色土

10m  4 暗褐色上~~  5.黄
褐色土

c(調査番号 6〉

1 造成土
2 暗褐色粘質土
3 灰色粘質土
4.灰色粘土
5 淡灰色粘土
6 淡青灰色粘土
7 淡灰色粘土
8 明青灰色粘土

る1)。 4層 は近代の耕作土で、グライ化が著しい。(3層〉に対応する。 5・ 6層 は近世の堆積層と考えられる。

5層 には土器小片が含まれており、第18次調査の 〈4a層 )に対応するとみられ、上面の標高も約1.6mと ほぼ一

致する。 b地′点では標高1.45mよ り上層は既設埋土、それより下層で包含層を確認した。 2・ 3層 は色調から第

18次調査の 〈5層〉に対応するとみられ、古代後半～中世前半の層と考えられる。4層はマンガンを特徴的に含

む土壌化層で、古墳時代初頭の層である。 5層 は基盤層までの漸移層とみられる。 4・ 5層 はそれぞれ (6a層〉・

〈6b層〉に対応すると考えられる。なお、4層の上面は標高1.2mを 測り、第18次調査地点と比較して10cmほ ど

低くなる。 a地点とb地点の層序を上下につなげれば、本調査地点周辺の基本的な堆積状況は理解できよう。

一方、ライトコート地点 (c地点)では上記の2地点とは異なる堆積状況が確認された。 1層 は真砂土の造成

土である。 2層 は部分的にしかみられず、ブロックを含むためやはり造成土と考えられる。 3・ 4層 は砂質土の

ブロックを含み、近代の耕作土に相当するとみられる。 5層以下 8層 までは灰色 。青灰色の粘土が互層となって

堆積している状況が観察された。これらの堆積層は粘性が強く、とりわけ7層 では生痕あるいは植物の根の痕跡

とみられる黒色の小ブロックがよく含まれており、耕作土ではないと考えられる。これらの粘土層は、北壁、西

壁、平面での観察の限り調査範囲全体に拡がっており、遺構埋土の可能性は低い。本地点での遺物の出土はなかっ

たため、各層の時期比定は周辺地点との対応関係で検討するしかないものの、層相 。標高を比較しても本地点の

堆積状況は鹿田遺跡で一般にみられる層序を示していない可能性が高い。現状では、近代の耕作土とみられる3・

4層 の堆積以前において湿地性の堆積が促進される環境が拡がっていたと推測しておきたい。

註1)山本悦世 2008「 鹿田遺跡第18次調査 A.中 央診療棟建設地」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2007』

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

3.基礎医学棟一部 とりこわ しに伴 う支障ガス配管移設工事 :AL53～ AP65区 鯛査番号7〉

a.調査地点の位置と経過

本調査地点は、鹿田地区の北西部に位置し、北側に医学資料室、南佃1に基礎医学棟がある (図 40)。 基礎医学

棟建物北半部の取 り壊 しに伴ってガス配管の移設が計画されたことが調査原因である。東端の既設管への接続部

では1.5m四方の範囲で道路面からの深さ1.Omま で、新設の管路部では幅0.5mで 深さ0.8mま で総長約20mの掘削が

計画された。掘削の結果、接続部では既設管撤去のために北に0.8mほ ど範囲を拡張することとなった。

調査の結果、東端の接続部で土坑 2基および近世層までの堆積を確認した。それ以外の部分は、造成土あるい

a

0       1m

図39 各調査地点の断面柱状図 (縮尺 1/40)
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第2章 鹿田遺跡の調査研究

は既設埋土の範囲内であった。調査期間は2008年 11月 10～ 14日 である。

b.調査成果

(1)層序 (図 41)

本調査地点では、東端の既設管への接続部で 6層 の堆積を確認した。北

壁 。東壁とも攪乱されていたため、南壁の堆積状況を記載する。 1層 は近

代以降の造成土である。 2層 は lcm未満の細礫および中砂を多 く含む層

で、洪水砂の可能性がある。 3。 4層 は近代の耕作土とみられる。 5層 は

近世の耕作土とみられる。 6層 は上面を確認しただけだが、マンガンを僅

かに含んでお り、やはり耕作土と考えられる。時期は中世～近世を考えて

おきたい。

(2)遺構 (図 41)

土坑 1 管路部の 5層上面において、

平面形のみを確認 したものである。

木枠を伴 う円形の土坑で、野壷の可

能性が高い。埋土は枠内が灰褐色土、

掘 り形内が淡灰褐色土である。管路

部では 5層の上に直接 1層が堆積 し

ているため、本来は 2～ 4層 から掘

り込まれた可能性 もある。 したがっ

て、時期は近世以降が考えられる。

土坑 2 接続部の 5層上面で検出し

た。確認範囲から円形の土坑になる

とみられる。埋土は 1層 のみ確認 し、

暗灰褐色粘質土である。検出面から

帰属時期は近世と考えられる。

本地点の成果は、既往の調査のな

い鹿田地区北西部において近世～近

代の耕作地の拡が りを推測させるも

のである。 (池田)

153ヽ

Ａ

ハ

ヽ

ト

ィ

、

0                             2:

造成土
淡灰黄色砂質土

灰色粘質土

淡灰色粘質土
淡褐色～灰褐色土
明褐色上

土坑2
①暗灰褐色粘質土

図41 検出遺構平・断面図 (縮尺 1/40)

図40 調査地点の位置 (縮尺 1/1,500)

表 2 2008年 度鹿田地区調査一覧

番号 種類 構内座標 所属 調 査 名 称 細 日調査名称 調査期 間
掘削深度

(GL m)
内   容

l 発掘
AW～

AY22～ 23
医 病

歯学部渡り廊下新営に伴う発
掘調査

626-912 弥生時代後期～近世の遺構・遺物、「方形高ま
り」・貝塚・壼棺などを確認、蹄脚硯が出土

2 立会 C T70・ 75 事 テニスコー ト地盤調査 07^08 造成土内

3 立会 BT24-CD27

医病
基幹整備 (西病棟 とりこわ し

他)工事

仮設渡 り廊下 1029・ 1114 18 20 075～ 085 近世～近代層を確認

4 立会 BT24-CD27 平板載荷 075-09 近世～近代層を確認

5 立会 BT24～ 25 現場打ち排水枡 098^´ 14 弥生基盤層を確認

6 立会 BQ24 BR24 ライトコート 1117- 18 湿地性堆積層を確認

7 立会

A053～ 54

AL54～ A054
AL54～ 61

AL62～ AP65

医
基礎医学棟一部 とりこわ し|

伴う支障ガス配管移設工事
1110- 14 076ヽ 10 近世層まで確認、土坑2基

8 立会 AR62～ AP65 事 西側囲障改修工事 09223 062～ 066 既設内
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0                         100m
囮    発掘調査

■ ● 立会調査

※番号は表 2の調査番号に対応する。

図42 2008年度の調査地点 【2】 一鹿田地区一 (縮尺 1/2,500)
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第 3章  その他の地区の調査研究

第 3章 その他の地区の調査研究

第 1節 試掘・確認調査の概要

教育学部附属中学校校舎建て替えに伴う試掘・確認調査

a.調査の経緯

岡山大学東山キャンパスに位置する岡山大学教育学部附属中学校で、校舎の建て替えが計画された。予定地に

隣接する附属小学校では校舎建て替えに伴い2007年 3月 に試掘 。確認調査を実施 している。この試掘調査では4

カ所に試掘坑を設定 し (図43)、 それぞれで約 3mの 深さまでの堆積状況を確認 した 1)。 その結果、北西の 1カ

所で近世～近代の溝、近世以前、中世に遡る可能性がある畦畔を確認した。それ以外の地点については、中世以

前は湿地状の地形であったことがわかった。

この結果を受けて、今回の附属中学校建て替え予定地に 2カ 所の試掘坑を設定し (図 43TP l・ 2)、 調査を実

施することとした。試掘・確認調査は2008年 12月 22日 に実施 し、調査員 1名 が担当した。

b.調査の成果

(1)調査地点の位置と経過 (図 43)

東山キャンパスは、岡山市の旭川東岸、操山山塊の西の山裾に位置

する。同地に1910年 (明治43年)に岡山県師範学校が移転 して以降、

学校用地として利用され、現在に至る。1910年以前については、前回

の試掘調査の成果でも近代の水田層が確認されてお り、キャンパスー

帯は水田として利用されていた。このことは明治期の地図上でも確認

することができる。校舎は随時建て替え 。増築が行われ、現在の中学

校校舎のうち調査地点に近い北側の棟は1950(昭和35)～ 1952(同

37)年 に建設されたものである。新校舎は現在の中学校校舎の北側に

計画された。調査は、建築範囲の東西に上面で2X3mの 試掘坑を2

カ所設定して実施した。西をTPl、 東をTP2と する。それぞれ現地

表面からの深さ2.3～ 2.4mま での土層堆積状況を確認した。 図43 調査地点の位置 (縮尺 1/4,000)

(2)層序と地形 (図 44)

本調査地点で確認された土層はTPlで 13枚、TP2で 10枚に分層 した。いずれの層からも遺物の出土は見られ

ず、時期については2006年度の調査成果も併せて推定 した。各層は土質によって大きくV群にまとめた。 I群 :

造成土、Ⅱ群 :近代の粘質土層、Ⅲ群 :近代以前とみられる茶褐色粘質土を主体とする層、Ⅳ群 :灰褐～茶灰色

粘質土を主体とする層、V群 :灰色を呈する粘土層である。

I群 (TPl-1層、TP2-1層 )岡 山県師範学校が当地に移転 してきた1910(明治43)年以降の造成土である。

地表面の標高は3.06mで、層厚100cmを 測る。TPl東壁では土管が埋設されてお り、1947(昭和22)年 時の建物

建設工事に伴うものと考えられる。

I群 (TPl-2。 3層 、TP2-2・ 3層)岡山県師範学校移転以前の近代の土層と考えられる。このうちグ

ライ化により暗青灰色を呈する粘質土層 (TPl-2・ 3層、TP2-2・ 3層)は水田層と考えられる。上面の
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第 1節 試掘・確認調査の概要

丁Pl
l.造成土
2 暗青灰色粘質土
3 青灰色粘質土 (Fe多 )

4 暗茶灰色粘質土 (Fe)

5 淡茶褐色粘質土 (Mn多 )

6 暗灰褐色粘質土 (Mn顕著)

7 灰褐色粘質土

8 暗茶灰色粘質土 (Fe・ Mn顕著)

9.茶灰色粘土 (Mn顕著)

10 淡茶灰色粘質土 (Fe・ Mn多 )

11.暗茶褐色粘土
12 灰色粘質土
13 灰色粘質土 (Fe・ Mn)
TP2
1 造成上
2.暗青灰色粘質土
3 青灰色粘質上 (Fe顕 著)

4.淡茶褐色粘質土 (Fe)

5.茶灰色粘質上 (Fe、 細砂～小礫)

6.灰褐色粘質土

7 灰色粘質土 (Fe・ Mn顕著)

8 茶灰色粘土 (Fe・ Mn顕著)

9 暗灰色粘質土 (Fe顕 著)

10 灰色粘土
畦畔 1 茶褐色砂質土 (小礫・灰色粘土プロック)

畦畔2 暗茶灰色粘質土

GL①

-1.Om

-2.Om

※GLは標高306mであるが、GPS測量によ

0       1m

る値であり、誤差が見込まれる。

図44 土層断面図 (縮尺 1/40)

標高は2.06mで ある。TPlで は2層 の上面は後世の攪乱により凹凸があるが、その他の土層については水平堆積

である。一方TP2のみで確認 した茶灰色土層は畦畔 (畦畔 1・ 畦畔 2)を成すものと考えられる。

Ⅲ群 (TPl-4～ 6層 、TP2-4・ 5層 )茶 褐色粘質土を主体とする土層で、近代以前の耕作土と考えられる。

TPlで は3枚に、TP2で は2枚に細分 した。Ⅲ群の上面の標高は1.76mを 測 り、水平に堆積する。

Ⅳ群 (TPl-7～ 11層、TP2-6～ 8層)灰 褐色～茶灰色を主体 とする粘質土層で、鉄分 。マンガンの沈着

が認められてお り、水田層の可能性がある。標高1.35mを 測 り、水平堆積である。TPlで は 5枚、TP2で は 3

枚に細分 している。Ⅲ群・Ⅳ群はいずれも水田層の可能性があり、類似性の高い土層であるが、色調によつて大

別した。

V群 (TPl-12・ 13層、TP2-9。 10層)灰 色粘土を主体 とする層である。上面の標高はTP lで 0.81m、 TP

2で0.96mと TP lが少 し下がっている。TPl・ TP2と もに2枚に細分 した。TP l-13層、TP 2-9層 では鉄

分の沈着が認められる。

(3)遺構 (図 44)

TP 2で南北方向の畦畔 2面 (畦畔 1・ 畦畔 2)を確認した。時期は近代のものと考えられる。

畦畔 1は茶褐色砂質土で、やや粘性を帯びる。小礫、灰色粘土ブロックを含んでいる。上面の標高は2.21mを

測る。調査区内で幅の確認はできなかったが、高さは25cmを 測る。西側には幅40cm、 深さ25cmを測る溝があり、

畦畔の西倶1の脇溝にあたると考えられる。溝の底面の標高は1.96mで ある。溝の東佃1に は本来畦畔が存在するは

ずであり、ここでは2層がその畦畔にあたる可能性が高いが、本調査区内では確定することができなかった。造

成土で埋まっていることから、岡山県師範学校が移転する直前まで利用されていた耕作面であろう。

その下面の畦畔 2は暗茶灰色粘質土で、鉄分を少し含む。上面が削平されているため高さの確認はできないが、

上面の標高は1.9mである。 3層 を耕作土とする畦と考えられる。この他に遺構・遺物は検出されなかった。

c.ま とめ

従来の知見に加えて、以上の状況から本調査地点は近世～近代に水田として利用されていた。今回、南北方向

の畦畔を確認 したことで東山地区の近代の水田区画について新たなデータを得られた。2006年度の試掘調査では、
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第3章 その他の地区の調査研究

近世～近代の東西方向の溝が確認されている。附属小学校敷地と北側の附属幼稚園との間の車道の位置が旧国道

二号線から南に2町、2006年度確認の東西溝は同じく2町半の位置にあたっていることから、この東西溝が主要

な区画となっていた可能性が考えられていた。しかし、南北方向の区画についてはこれまで手がかりがなく、今

後の検討のための有益な資料が得られたといえる。 (岩崎)

言主

1)野崎貴博 2008「 教育学部附属小学校校舎建て替えに伴う試掘・確認調査」『紀要2006』

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

)

0                          1oom

図45 2008年度の調査地点 【3】

表 3 2008年 度東山地区調査一覧

〃／
／
／ｒ
‐
ヽ
＼＼＼
ヽ

１
日

□

一東山地区― (縮尺 1/3,000)

附属中学校

番号 種類 所属 調 査 名 称 調査期間 掘削深度 内 容

1 試掘確認 教育 附属中学校校舎建て替え 081222 24m 試掘坑 2ヵ 所設定、近代の畦畔確認
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第 1節 調査資料の整理・研究

調査資料の整理

2008年度の調査資料の整理は、津島岡大遺跡第30次調査 (岡 山大インキュベータ)出土遺物の洗浄 。注記、鹿

田遺跡第 9・ 11次調査 (病棟)の古代末～中世土器の接合・復元、鹿田遺跡第13次調査 (総合教育研究棟)の古

墳時代初頭土器の接合・復元を実施 した。そのほか、当初の事業計画には挙がっていなかったものの、津島岡大

遺跡第31次調査 (福利厚生施設東棟)の正報告を2009年度に刊行することになったために、2008年度において一

部の整理作業を先行 して実施 した。

報告書の作成については、『津島岡大遺跡19』 (岡 山大学構内遺跡発掘調査報告第25冊)を刊行した。『津島岡

大遺跡19』 は、岡山大インキュベータ新営に伴う津島岡大遺跡第30次調査 (2007年 度調査)の成果報告書である。

同報告書では、古代の道路状遺構および中世以降の耕地利用の変化、弥生時代早期の遺物に関する成果を中心に

報告をまとめた。

2.調査資料の自然科学的分析

いて後日報告を予定している。

3.調査資料の保存処理

2008年度に実施 した自然科学的分析は、津島岡大遺跡第30次調査の報告書作成作業に関連 したものが中心 と

なった。発掘調査は2007年度に完了しており、報告書刊行年度である2008年度に採取サンプルの分析を実施 した。

分析項 目は、放射性炭素年代測定 。珪藻分析で、い古環境研究所に依頼 した。珪藻分析については、当センター

において今回が初めての実施となる。また、宮崎大学宇田津徹朗氏の科学研究費補助金によるプラント・オパー

ル分析に資料提供 し(サ ンプル採取は2007年 12月 18日 )、 分析結果を寄稿いただいた。これらの分析結果の報告は、

既刊の『津島岡大遺跡 19』 に掲載 している。

そのほか、2008年度の整理作業に伴い、鹿田遺跡第13。 15次調査出土の中世の本製品 (約 40点 )、 津島岡大遺

跡第30次調査出土の近世～近代の水門部材 (9点)を、森林総合研究所の能城修一氏に依頼 し、有益な教示を得

た。詳細な結果については、正報告を参照されたい。津島岡大遺跡第30次調査の分析結果については、紀要にお

(池田)

(池田)

a.木製品のPEG保存処理作業

2008年度における調査資料の保存処理としては、木製品のPEG保存処理作業の実施が挙げられる。

2007年 8月 9日 から第 8期の保存処理を開始してお り、処理対象遺物は津島岡大遺跡第23次調査から出土 した

縄文時代の本材 (河道出土の杭・流木)お よび同遺跡第15次調査で出土 した弥生時代前期の杭 (河道出土)であ

る。PEG濃度は40%か ら開始 し、 lヶ 月に10%の濃度上昇を目安として作業を進めた (表 4)。 2008年 5月 にほ

ぼ90%に 達し、 6月 には最後のPEGを投入 して95%と した。その後は、処理槽の蓋を開放 した状態で残 りの水分

を飛ばし100%と した。第 7期 と同様に、 8月 に実施する博物館実習の講義の一環として、受講生の協力を得な

がら4日 間に分けて木製品を引き上げた。
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期 年 月 日 作 業 内 容

第 8期

2007年 8月 9日 濃度 40%:処 理開始

2007年 10月 2日 濃度 50%
2007年 12月 3日 濃度 60%
2008年 1月 31日 濃度 70%
2008年 3月 31日 濃度 80%
2008年 5月 9日 濃度 90%
2008年 6月 10日 濃度 95%

2008年 8月 4・ 6・ 8・ 12日 濃度100%:博物館実習で引 き上げ

第4章 調査資料の整理・研究および公開・活用

表4 第 8期のPEG保存処理工程

表 5 既往のPEG保存処理一覧

第 9期 として鹿田遺跡第 9。 11次調査出土木製品の処理を引き続 き計画 していたが、準備作業が間に合わず

2008年度内に作業は開始 していない。なお、2008年度は外部委託による保存処理の実施はなかった。  (池 田)

第 2節 調査成果の公開・活用

公開・展示

a.第 11回 岡山大学キャンパス発掘成果展「水と循環」

2008年度は、2009年 1月 8日 ～12日 までの5日 間、岡山大学創立50周 年記

念館会議室において、毎年恒例の岡山大学キャンパス発掘成果展を開催し

た。第11回 目にあたる。見学者の数は308名 を数える。

今回の展示会のテーマとして「水と循環」を取り上げたきっかけは、岡山

大学構内に設定している「構内遺跡保護区」の場所に、環境理工学部が水循

環施設 (「 誕生池」)を設置したことにある。同地点一帯では、発掘調査によつ

て縄文時代の水辺遺構が調査されており、まさに、「水と循環」いう点で過

去と現代が合致した状況となったのである。また、現代社会において重大な

課題となっている環境問題に関して、考古学的視点から取り組むことができ

るテーマではないかということから、従来とは異なった切り口による展示を

目指すこととなった。ただし、そうした内容を十分に描き出すためには、考

古学だけでなく自然科学系などを含む多分野の研究成果による多角的な取

り組みが必要となるのであるが、時間的制約もあり、今回はその序章ともい

期 処理期 間 (延べ期 間 ) 処 理 対 象 .lil 査

第 1期
1992年 2月 ～1993年 11月

(1年 9ケ 月)

鹿田遺跡第 1次 (附属病院外来診療棟 )、 第 2次 (NMR CT室 )

第 2期
1994年 6月 ～1996年 8月

(2年 2ケ 月 )

鹿田遺跡第 3次 (医 療短期大学部校舎)第 4次 (医 療短期大学部校舎周辺配管 )・ 第 5次 (管理棟 )、

津島岡大遺跡第 3次 (男 子学生寮)・ 第 5次 (大学院自然科学研究科棟 )・ 第 6次 (工学部生物応用工学科棟 )

第 3期
1996年 12月 ～1999年 6月

(2年 7ケ 月)

鹿田遺跡第 3次 、津島岡大遺跡第 3次 ・第 6次

第 4期
1999年 7月 ～2000年 12月

(1年 5ケ 月)

鹿田遺跡第 3次 ・第 4次 、津島岡大遺跡第 3次

第 5期
2001年 1月 ～2002年 3月

(1年 2ケ 月)

鹿田遺跡第 3次・第 4次 、津島岡大遺跡第 3次・第 9次 (工学部生体機能応用工学科棟 )・ 第10次 (保健管理センター )

第12次 (附属図書館)第 13次 (福利厚生施設北棟 )

第 6期
2002年 11月 ～2004年 8月

(1年 10ケ 月)

鹿田遺跡第 7次 (医 学部基礎棟 )、 津島岡大第19次 (コ ラボレーション・センター)・ 第22次 (環境理工学部校舎Ⅱ期 )

第 7期
2005年 11月 ～2007年 8月

(1年 9ヶ 月)

津島岡大遺跡第23次  24次 (文化科学系総合研究棟 )

図46「水と循環」広報ポスター
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うべき展示内容にとどめることとした。

(1)展示内容

会場展示では、環境の中で中心となる「水」に注目し、空 (空気中)か ら山へ、そして平野を流れて海へとい

う地球上における水循環の中に、人間の営みを組み込むような展示を目指 した。水は、地面の上に存在する「地

表水」と地面の下にもぐっている「地下水」に大別されることから、入 り口部分で 2つ のコースに分かれる展示

ルー トを設定 し、会場を回遊するように遺構・遺物の展示を行つた。

「地表水」コースでは、「農耕」と「灌漑用水路」に特に注目した展示とした。本センターでは津島岡大遺跡に

おいて弥生時代前期以降の水田関連遺構の発掘調査を継続的に行っていたからである。こうした調査で出土 した

遺構 。遺物から、長年にわたって継続されてきた「人と水との関わり」を具体的に体感できる工夫として、弥生

時代前期の水田畦畔と水田面のはぎ取 りを会場に敷き詰めるという床面展示、あるいは出土 した木製品を使った

堰の復元を行った。その展示によって、見学者は水田農耕開始期にあたる弥生時代前期の地面を歩き、用水路に

設置されていた弥生時代前期の井堰や平安時代の杭列そして近代の水門を、発掘調査現場さながらに見ることが

できた。また、杭の先端加工などを実際に手にとって観察できるコーナーも設置 した。

一方、「地下水」コースでは、水に関わる「まつ り」に注目し、地面によって浄化された「地下水」に対する

人びとの「想い」を彿彿とさせる展示を試みた。資料としては、本センターで保管 している鹿田遺跡 (弥生時代

～中世の集落)の豊富な丼戸の資料を利用 し、「井戸のまつ り」を中心とした内容となった。展示にあたっては、

弥生時代や平安時代の実物の井戸枠を展示 し、土器や木器以外に、植物の種子 (モ モ)や牛馬の骨あるいはイラ

ス トなども加え、まつ りの様子を具体的に描き出した。

展示遺物総数は約125点 であったが、その中には種子なども含まれてお り、一般的な展示品ともいえる土器・

石器 。本製品の点数は比較的少なめとなった。しかし、代表的なものに絞 り込んだ遺物を配置 したことで、ゆっ

たりとした空間をもつ展示会場を設営することができ、その結果、手にとっての遺物観察も十分に可能とするこ

とができた。また、展示遺物の数に頼らないイラス トや模型あるいは床面展示などを組み込んだ多彩な展示方法

は、見学者に個々の遺物の印象を強く与える効果もあったことが、アンケー トからも読み取ることができる。

(2)ワ ークショップ

展示会場と同室の一角にコーナーを設置 した。ワークショップでは、本センターの展示会で恒例となってきて

いる土器の接合体験のほかに、机 2個分を占める大きさの「環境双六」を作成 し、ゲーム感覚で楽 しみながら「水

図47 第11回発掘成果展「水と循環」会場風景
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の循環」と「人間の営み」の関係について理解を深めるという企画を行つた。また、水の浄水実験コーナーを設

けて、実際に手にとって体験できるような工夫も行った。特に、「環境双六」コーナーでは性別 。年齢の別なく

多 くの見学者が時間を忘れて楽 しまれているのが印象的であった。

(3)アンケー ト結果

受付付近に休憩コーナーを設置し、「鹿田遺跡の紹介」映像をモニターで放映したことによって、見学者の方々

は、展示見学を終えた後、見晴らしや日当たりがよい場所でゆったりとした時間を持ちながら、アンケー トを書

くという流れを生み出すことができた。その結果、235名 の方からアンケー トが寄せられた。その回収率は76%

という高い数値を示 しており、展示に対する関心の高さが窺われる。

アンケー トからは、リピーター率の高さ (44%)や 男性比率の高さ (66%)が示された。ただ、男女比では40

代を境に、それ以上の年齢層では男性率がきわめて高いのに対 して、10～ 30代層では50%程度と同率に近づ く点

は興味深い。展示内容はわか りやすさが際立つ結果を得た。そのほかに、多 くのコメントが書 き添えられてお り、

展示に対する生の声を聞くことができた点は貴重である。実物を間近に観察できた感動、調査員の説明のわか り

やすさ、あるいは展示方法などに関する点での大変好意的な意見や今後に向けての期待などである。また、テー

マに関するコメントも多 く含まれてお り、その反応の良さには、現代社会における問題点を取 り上げるという挑

戦が、多くの人にとって身近の問題となって感 じられたのではないかと考えている。

また、受付では当センターからの展示案内の希望や展示に関する意見や質問などが、数多 く寄せられた。

(4)お わりに

「水と循環」という環境に関わるテーマを、考古学的視点から取 り上げるにあたり、環境学研究科の教員の方々

から多くの教示を受けた。その内容の多 くは次回へ引き継がれることとなり、自然科学系など多分野の研究成果

を複合的に取 り入れた2009年度の展示会へと展開することとなる。同展示会に向けて、水 と人びとの暮らしから

環境問題を考えるという方向性を確かめることができた点で、意義深い展示会であったといえそうである。

(山本悦世 )

資料・施設等の利活用

a.教育機関への支援 (授業などの受け入れ)

①博物館実習 :8月 1～ 12日 、9月 29。 30日 (補講)

夕1年通り(岡 山大学文学部が開講している学芸員資格取得のための講義 (博物館実習)の受け入れを行った。

期間は8月 1～ 12日 のなかでの8日 間である。受講生全体を 1班 10名前後とする4班に分けて、各班2日 間の受

講日程を組んだ。

実習 1日 目の内容は、同期間中に実施 していた津島岡大

遺跡第31次調査現場における発掘調査の体験である。博物

館における一次資料の収集に相当する部分の学習を目的と

したものである。 2日 目は、考古資料の取 り扱いに関する

専門的知識の修得を目指 した構成とし、基礎的な整理作業

となる土器 。石器の洗浄、注記、接合作業などの室内作業

を実施 した。そのほか、本器の取 り扱いに関する内容とし

て、PEGに よる保存処理の済んだ木器の処理槽からの引き

上げ作業を実施 し、当センターで実施 している保存処理の

方法・工程を学習 した。また、今回から新たに、 2日 目の図48 博物館実習報告会風景
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最後に、実習のまとめとして受講生による報告会の時間を設けた。受講生を3グループに分けて、それぞれ発掘

調査、土器・石器の取 り扱い、本器の保存処理について学習内容や感想を報告 してもらった (図48)。 実施方法

についてはさらに工夫の余地があるものの、実習内容の復習に効果があるだけでなく、受講生からのフイー ドバッ

クを受けて今後の講義内容を計画 していくうえでも有益な試みといえそうである。担当教員は、山本悦世 (教授 )・

岩崎志保 (助教)。 光本順 (助教)。 池田晋 (助教)である。また、同期間に受講が困難であった学生 1名 に対 し

て、 9月 29。 30日 に補講を行った。

②中学生の職場体験 :11月 12～ 14日 (岡 山市立竜操中学校、生徒 3名 )

11月 19～ 21日 (岡 山市立高松中学校、生徒 3名 )

夕1年通 り、岡山市内の中学校 2校から、「中学生の職場

体験」の受け入れ依頼があった。受け入れ期間は各校とも

3日 間である。遺物の洗浄・復元や土器と礫の仕分けなど

の整理作業に加えて、今回からはより研究活動に近い作業

を体験 してもらう目的で木製品の計測や土器片の重量計測

作業を取 り入れた (図 49)。 研究活動の具体的な内容を知っ

てもらうだけでなく、互いの分担を相談・試行錯誤 しなが

ら共同で仕事を進めていくことが生徒にとっては新鮮な体

験となったようである。そのほか、 3日 目の最後に簡単な

反省会を行い、感想等を述べてもらった。

③2009年度非常勤講師への委嘱依頼

岡山大学文学部長より、表 6の要領にて博物館実習における非常勤講師への委嘱依頼を受け (2009年 3月 16日 )、

承諾 した。

表6 2009年 度非常勤講師への委嘱依頼内容

b.調査・研究への支援

①資料調査および見学・視察

・赤磐市教育委員会 伴祐子氏 (2008年 4月 )

赤外線カメラによる、江戸～大正時代の木札等に残る墨痕の観察

・森林総合研究所 能城修一氏 (2008年 8月 )

津島岡大遺跡第15次調査出土アンペラ破片資料提供 (ア ンペラの素材同定):5点
・オープンキャンパス参加高校生 (2008年 8月 )

津島岡大遺跡第31次調査現場にて地層断面などを見学

・鳥取県教育委員会 濱田竜彦氏 (2008年 9月 )

津島岡大遺跡第 3次 。第23次調査出土突帯文土器の資料調査 :17点

・愛媛大学学部 4回生 内田優人氏 (2008年 11月 )

津島岡大遺跡第12次調査出土木製品の資料調査 :4点

図49 職場体験風景 (土器の重量計測 )

l戯  名 氏  名 ■1,当 お「目 委 託 期 間 考

教 授 山本 悦世 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 3 日 通年 水曜日3・ 4 5限 )

助  教 円石 志 保 博物館実習 14成 21年 4月 1日 ～平成22年 3月 3 日 通年 /1(日 程日3・ 4・ 5 1ila)

助 教 野崎 貴博 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 3 日 通年 (水 曜日3 4 5限 )

助 教 光本  川百 博物館 実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 3 日 i亜 年 水l羅 日3・ 4・ 5限 )

助  教 ,也 E「I  晋 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 3 日 通 年 水曜 日3 4・ 5限 )
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第4章 調査資料の整理・研究および公開・活用

・大分市教育委員会 五十川雄也氏・山本哲也氏 (2008年 12月 )

鹿田遺跡第 1。 2次調査出土土器の資料調査 :11点

。岡山大学埋蔵文化財調査研究セ ンター教授 山本悦世 (2008年 10月 ～2009年 2月 )

津島岡大遺跡第 5・ 6・ 9。 15次調査出土土器 (縄文後期～弥生前期)の種子圧痕の調査

②図書の外部貸出 :50件 (岡 山大学文学部学生ほか)

c.資料の提供・貸し出し

①出版物等への資料提供

・真言宗御室派 長泉寺 :開 山500年記念 岡山平野復元絵図参考

展示会パネル「縄文時代後期の岡山平野」。「弥生時代前期の岡山平野」

・佛教大学教授 門田誠一氏 :『文学のなかの考古学』 (佛教大学通信教育部)への掲載

『鹿田遺跡 5』 p.171-図 154に掲載の猿形木製品の実測図

。松江市歴史資料館整備室 :棒火矢レプリカ作成のための参考

『津島岡大遺跡11』 ・『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第30号』を寄贈

d.マ スメディアヘの公開

。oniビ ジョン 「とことん鹿田」番組制作にかかる取材の依頼 (2008年 7月 )

鹿田遺跡の調査成果についての取材に対応

・岡山日日新聞 コラム「岡大構内遺跡の一品」の連載依頼 (2008年 12月 )

2008年 12月 26日 からの 1年間、毎月 1回 (第 4金曜日)当 センターの関連記事を寄稿

e.学術成果 リポジ トリでの刊行物公開

岡山大学附属図書館から岡山大学学術成果リ

頼を受け、10月 8日 付で協定を交わした。登録

行物から順次公開していくこととなった。

・岡山大学構内遺跡発掘調査報告

。岡山大学構内遺跡調査研究年報

・岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報

・岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要

ポジ トリヘの電子的形態での刊行物の登録および公開に関して依

。公開する刊行物は、以下のものである。今後、準備の整った刊

・考古学資料データベース

・岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年

・岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの20年

(池田)

第 3節 2008年度調査研究員の個別研究活動

科学研究費採択状況

山本悦世 :基盤研究A「 レプリカ・セム法による極東地域先史時代の植物栽培化過程の実証的研究」

(研究代表者 :小畑弘己)研究分担者

野崎貴博 :基盤研究A「造山古墳群を例とするデジタルアーカイブの構築と時空間研究の刷新」
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第3節 2008年度調査研究員の個別研究活動

(研究代表者:新納 泉)研究分担者

光本 順 :基盤研究A「造山古墳群を例とするデジタルアーカイブの構築と時空間研究の刷新」

(研究代表者:新納 泉)研究分担者

2.論文・資料報告

光本 川頁:「古墳時代研究の動向」『日本考古学年報』58(2006年 度版)日 本考古学協会

池田 晋 :「「20年の発掘成果展」における展示活動と評価―見学者アンケートの分析から一」

『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2007』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

「津島岡大遺跡における古代から近代の条里遺構」『津島岡大遺跡19』

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

『津島岡大遺跡19』 (編集)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

3.研究発表など

山本悦世 :「津島岡大遺跡における土器の圧痕の様相」九州古代種子研究会 (熊本大学3月 7日 )

岩崎志保 :「中国漢代の画像石」考古学研究会岡山12月 例会 (岡 山大学12月 13日 )

光本 順 :「弥生時代人物全身画の出現と展開」日本考古学協会第74回 総会 (東海大学5月 25日 )

「可能性としてのクイア考古学」クイア学会第 1回大会 (広 島修道大学11月 9日 )

4.講演など

山本悦世 :「中 。四国地域における縄文後期集落の特徴 と問題点」中四国縄文研究会 (香川大学 6月 28日 )

5.資料収集・実態調査

山本悦世 :津島岡大遺跡における土器圧痕調査

九州地域の縄文時代～弥生時代における農耕に関する調査

岩崎志保 :中 国東周～漢代遺物の実見 。資料調査 (京都府・滋賀県)

中国漢代墓誌の資料調査 (岡 山市)

野崎貴博 :中 。後期古墳の踏査・埴輪の実見 (長崎県 。福岡県・奈良県・京都府・岐阜県)

光本 夕頂 :弥生時代絵画資料に関する資料調査 (福 岡県小郡市 )

古墳時代石棺および直弧文に関する資料収集・資料調査 (福 岡県・熊本県 。大阪府 。福井県 )

古墳時代副葬品に関する資料調査 (徳島県)

池田 晋 :弥生時代武器形石器・木器の資料調査 (大阪府 。京都府・山口県)

縄文時代打製石器の資料収集 (中 国地方)
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第 5章 2008年 度における調査・研究のまとめ

第 5章 2008年度における調査・研究のまとめ

調査 2008年 度には、 2件の発掘調査を実施 した。津島岡大遺跡第31次調査 (福利厚生施設東棟新営)を 2008年

6～ 8月 に、鹿田遺跡第19次調査 (歯学部渡 り廊下新営)を 2008年 6～ 9月 にそれぞれ実施 した。いずれの調査

も発掘面積は小規模なものであったが、とりわけ鹿田遺跡第19次調査においては当初の予想を上回る重要な成果

を上げることができた。立会調査については、津島地区において実施件数が多 く、既往の調査が希薄であった津

島北地区南西部 (教育学部一帯)の旧地形に関する良好なデータを蓄積することができた。

津島岡大遺跡の調査では、古代の溝群を確認 した。これらの溝群は、これまでの調査成果から道路状遺構や柵

列の可能性が指摘されているもので、古代の条里地割に合致する地点での検出である。南北方向の地割を復元す

るデータとして貴重なもので、条里の基線を表示する遺構の類例を検討する上でも興味深いものである。

鹿田遺跡の調査では、集落の確認されている微高地から河道へ下がっていく地点において、弥生時代後期～古

墳時代初頭の多量の土器・礫に覆われた盛土遺構を確認 した。この遺構の頂部では貝層・壺棺 も確認 している。

遺構の性格や形成過程については、今後の整理および採取サンプルの自然科学的分析などから多角的に検討 して

いく必要があるが、集落付近の水辺における特殊な土地利用の様相を示すものとみられる。また、盛土遺構にお

ける土器 。礫の出土状況の記録には、レーザーによる三次元計測を試験的に導入し、今後の分析・活用方法の開

拓が期待されよう。その他の出土遺物にも特筆すべきものを含んでおり、古代の蹄脚硯は小片ではあるが、鹿田

庄との関連をつよく推測させるものである。

研究 2008年度の刊行物として、例年通 り、発掘調査報告書 1冊 (『津島岡大遺跡 19』 岡山大学構内遺跡発掘調

査報告第25冊)お よび紀要 1冊 (『紀要2007』 )、 そしてセンター報 2冊 (『 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

報40号』『同41号』)を刊行 した。『津島岡大遺跡 19』 では、古代の道路状遺構の報告、および津島岡大遺跡にお

ける古代～近代までの条里地割の推移をまとめた。紀要では、当センター20周 年記念事業の一環として2007年度

に開催 した展示会の展示方法 。アンケー ト結果を分析 し、展示評価をまとめた。

公開・展示 毎年恒例のキャンパス発掘成果展の第11回 目として、「水 と循環」を開催 した。現代の環境問題と

考古学の研究成果の接点を探る、これまでにない視点での取 り組みとなった。時間的制約もあり、テーマの咀疇

が十分行き届かなかった面はあるものの、多 くの見学者には親近感をもって受け止められたようである。なによ

り、周辺分野の研究者との協同の視点を模索できた点は、今後の普及活動を計画する上でも意義深い。

そのほか、例年通 り、教育機関への支援として、博物館実習や中学生の職場体験を受け入れたほか、津島岡大

遺跡第31次調査・鹿田遺跡第19次調査の進行中に両遺跡の現地説明会を同日開催 し、多 くの参加者を得た。また、

岡山大学附属図書館が推進する学術成果リポジ トリヘの登録 。公開は、今後当センターの刊行物がインターネッ

ト上で広 く閲覧・利用されることを可能とするもので、公開方法における大きな変更点といえよう。

2008年度は、 6月 から2件の発掘調査を地区を違えて実施 し、調査研究員の大半が発掘調査に携わるなかで通

常業務・室内整理を並行 して進めていくこととなった。鹿田地区の発掘調査においては、膨大な量の出土遺物・

サンプルが得られたが、成果はそれに見合うだけの重要なものとなった。調査の多忙さと引き換えに、新たな測

量機器の導入やレーザー三次元計測の実施および調査時の記録方法の検討など、調査の効率化および新たな分析

視点の開拓のための試行錯誤や議論を重ねることができた点は評価できよう。一方、膨大な資料の今後の整理・

分析の方針および保管スペースの確保については、引き続 き検討課題を残 している。

以上のように、2008年度は調査において充実 した成果が上がる一方で、研究・普及活動の面でも着実に経験を

蓄積することができた年度となった。近年、通常業務の量は増加傾向にあり、今後さらに各調査研究員の目的意

識を明確化 した業務の推進が必要となろう。
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岡山大学埋蔵文化財保護対策要項

付 編

1.岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程

(1)岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター規程

1首TT進曇∴曇〕
(趣旨)

第 1条 この規程は、国立大学法人岡山大学管理学則 (平成16年 岡大学則第 1号。以下「管理学則」という。)第 26条の規定

に基づき、管理学則第21条の規定により学内共同利用施設として置かれる岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「セ

ンター」という。)の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(目 白勺)

第2条  センターは、岡山大学 (以下「本学」という。)の敷地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行い、もっ

て埋蔵文化財の保護を図ることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること.

二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項。

(自 己評価等)

第3条  センターは、センターに係る自己点検及び評価 (以下「自己評価」という。)を 行い、その結果を公表する。

2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けることを原則とする。

(教育研究等の状況の公表)

第4条  センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。

(セ ンター長)

第5条  センターにセンター長を置く。

2 センター長は、国立大学法人岡山大学役員規則 (平成16年 岡大規則第3号)第 5条第 1項第 5号に規定する財務・施設担

当理事をもって充てる。

3 センター長は、センターを代表し、その業務を総括する。

(副 センター長)

第 6条  センターに副センター長を置く。

2 副センター長は専門的知識を有する本学の教授のうちから学長が任命する。

3 副センター長は、センター長の職務を助ける。

4 副センター長の任期は、2年 とし、再任を妨げない。

(調査研究室)

第7条  センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長、調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は、専門的知識を有する本学の教員のうちからセンター長が命ずる。

4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。

5 室長の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第8条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門委員 (以

下「専門委員」という。)を 置く。

2 専門委員は、本学の教員のうちからセンター長が命ずる。

3 専門委員の任期は、2年 とし、再任を妨げない。
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付 編

(管理運営の基本方針等 )

第 9条 センターの管理運営の基本方針等は、役員会で審議する。

(運営委員会 )

第10条  センターに、センターの運営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員

会 (以下「運営委員会」という。)を 置 く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は、別に定める。

(事務 )

第11条  センターの事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

(雑則 )

第12条  この規程に定めるもののほか、センターに関し、必要な事項は、別に定める。

1対

‐
員J

この規程は、平成16年 4月 1日 から施行する。

(2)岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会内規

1重

成lrtfl星
〕

(趣旨)

第 1条 この内規は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (平成16年 岡大規程第93号)第 10条 第 2項の規定に基づき、

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に関し、必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)の運営に関する具体的な事項を

審議する。

(組織)

第3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

二 埋蔵文化財調査研究センター副センター長

三 岡山大学の教授のうちからセンター長の命じた者若干名

四 センターの調査研究専門委員のうちからセンター長の命じた者 1人

五 センターの調査研究室長

六 施設企画部長

2 前項第 3号の委員の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。

(委員長)

第4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときには、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第5条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(事務)

第6条 運営委員会の事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

附 則

この内規は、平成16年 4月 1日 から施行する。
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2.

岡山大学埋蔵文化財保護対策要項

2008年度岡山大学埋蔵文化財調査研究センター組織

センター組織

〈埋蔵文化財調査研究センター長)北尾善信 :併、財務・施設担当理事

運営委員会

〈副センター長〉新納 泉 :併、大学院社会文化科学研究科教授

(調査研究専門委員〉

沖 陽子 :大学院環境学研究科教授

今津勝紀 :大学院社会文化科学研究科准教授

鈴木茂之 :大学院自然科学研究科准教授

〈調査研究室長〉III本悦世 :専 、埋文センター教授

(調 査研究員〉池田 晋・岩崎志保・野崎貴博・光本 順 :専、埋文センター助教

(非 常勤職員〉 卜1地洋子 (6月 末まで)・ 西本尚美・山口雄治・井上佐智 (7月 から)

井口三智子・片山純子・黒藪美代子 :補助員

(2)運営委員会

【委員】

北尾善信 財務・施設担当理事 (セ ンター長)

新納 泉 大学院社会文化科学研究科教授 (副 センター長)

大塚愛二 大学院医歯薬学総合研究科教授

沖 陽子 大学院環境学研究科教授 (調査研究専門委員)

山本悦世 埋蔵文化財調査研究センター教授 (調査研究室長)

山下隆幸 施設企画部長

報告事項

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター教員選考に関する中し合わせについて

助教の採用について

平成19年 度決算について

平成20年度予算について

発掘調査について

ビオ トープ池設置工事について

平成21年度予算 (案)について

人事について

平成21年度埋蔵文化財調査研究センター事業計画について

3.岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

岡山大学構内遺跡の発掘調査にかか る安全管理事項
平成12年 5月 15日

埋蔵文化財調査研究センター長

施設部長

I.請負業者が留意すべき事項

1.請負業者は現場代理人を発掘作業の現場に常駐させ、作業員の安全と健康の管理につとめること。

2 発掘作業の現場に「地山掘削」と「土止め支保工」の技能講習修了者をおき、作業員の安全や健康にも注意するこ

と。

3.工事用電力の保安責任者をおくこと。

4.非常停止装置を備えたベルトコンベアーを用いること。

久野修義 大学院社会文化科学研究科教授

柴田次夫 大学院自然科学研究科教授

【2008年度協議。報告事項】

第65回 2008年 10月 29日  協議事項   ・

報告事項   ・

第66回 2009年 2月 17日   協議事項   ・

一
わ
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5.重機の運転は、免許所有者がおこなうよう厳守させること。

Ⅱ.発掘現場で注意すべき事項

1.服装・装備・用具等

1)安全で機能的な服装にする。

2)平坦面から2m以上の穴等を掘削する場合は、ヘルメットを着用する。

3)ベルトコンベアーの移動時および周辺での作業の際には、ヘルメットを着用する。

4)グ ラインダーを使用する際は、手袋・防護眼鏡を着用する。

5)ス コップ・草削りなどの用具は、危険がないように使用方法や置き方や保管方法に十分注意する。

2.掘削

1)の り面の角度

造成土 :通常の土壌の場合は50～ 60度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。砂地の造成

土の場合は35度 とし、これを確保できない場合は上止め等の手当をおこなう。

堆積土 :基本75度 とし、状況や土質に応じて安全な角度をとる。

発掘区の壁際を深さ15m以上掘削する場合は、原則として途中で段を設ける。その場合の段の巾は、60cm以上

とする。

2)の り面の保護

のり面はシート等で覆うなどし、崩落防止のために必要な保護措置をとる。

3)深い遺構 (深 さ1.5m以上の遺構)

遺構掘削者以外の者が上面で安全確認を行い、十分な注意を払う。場合によっては周囲を広くカットして対応す

る。

なお、作業現場内への昇降のために、階段を設置する。

3.高所 (高 さ2m以上の場所)での作業

1)作業中には安全帯を使用する。

2)架台を組んだ場合は最上段に手すりを設け、安全を確保する。

3)2段以上の架台は、分解して移動させる。

4.発掘用機械類の操作

(ベルトコンベアー・ポンプ等)

1)調査用電源の設置と取扱いについては、工事用電力の保安責任者が安全確認を行う。

2)ベルトコンベアー・水中ポンプ等の知識を持つ者が整備・稼働させる。

3)ベルトコンベアーを重ねたつなぎ目の部分には、なるべく土が落ちないような措置をする。

4)原則としてベルトコンベアーの直下での作業・通行を避ける。

5)ベルトコンベアーの移動時は作業員の中で指揮者を決め、周辺の安全性を確保したうえで移動させる。

(重機関係)

1)重機の免許所有者以外は運転しない。

2)運転者は、周囲の安全に注意する。

3)稼働中は、重機の旋回半径内に立ち入らない。

5.健康管理

1)作業中に体調が悪くなった場合は直ちに申し出る。

Ⅲ。その他

1)作業現場内の状況の変化に絶えず注意し、異常を発見したら、直ちに作業を中止して現場代理人に報告し、施設部

の監督職員の指示を受ける。

2)調査区の状況や遺構などの特殊性・重要性等により、上記の2の 1)～ 3)どおりに発掘作業を実施することが困

難な場合は、現場代理人が監督職員と協議のうえ、安全に留意し作業を行う。
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付表 1 1982年度以前の構内主要調査 (1980～ 1982年 度 )

年度 地 区 名 種類 所属 調 査 名 称 調 査 組 織
調査面積

(lni)
文献 備 考

鹿  田 立会 歯 同附属病院棟新営 岡山市教育委員会 8

津島南 BD26 農 寄宿 舎新営

津島北 文法 合併処理槽施設

津島北 文法経 合併処理槽施設

津島南
BD09、

BC09-11 基幹整備 (共同溝取付 )

津島南
BD～ BE04～
07

陸上競技場改修 (配水管施設 )

鹿  田 医病 高気圧治療室新営

動物実験棟新営
岡山県教育委員会

大学が市教委への確認調

査の依頼 をせず に掘削。

その後、岡山市 岡山県

教委が残存壁面等の調査

を実施

病理解剖体臓器処理保管庫新営 岡山市教育委員会

医 運動場改修

津 島

AV06 10、
AW05・ 14、

AX08、 BD07、

BE10

試掘 排水基幹整備

津島AW14区 で弥生時代

包含層確認、協議→津島

岡大遺跡第 1次調査ヘ

津島北 AW14 発掘 法文 排水集中槽 (NP-1)JIP設 岡山大学
小橋法 目黒遺跡 :津 島岡

大第 1次 調査

津島南 試掘 学 武道館新営 岡山市教育委員会

津島北 AY15・ 16 法経 校舎新営

鹿  田 医 標本保存庫新営 岡山県教育委員会

医病 外来診療棟新営
岡山市教育委員会

立会 医 動物実験施設関連排水管・ガス管理設 岡山県教育委員会 1

鹿 田
AE～ AN22、

AE22～ 26
歯 電話ケーブル埋設 岡山市教育委員会

岡山大学埋蔵文化財調査室

付 表

付   表

文献
1 光永真- 1983「 岡山大学医学部附属病院動物実施設新営工事に伴 う排水管付設工事に伴う立会調査J『岡山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会

2 河本 清 1983「 岡山大学医学部附属病院外来診療棟改築に伴 う確認調査J『岡山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会

3 青留秀敏 1985『 岡山大学津島地区小橋法 目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 1集  岡山大学埋蔵文化財調査室

付表2 2007年 度以前の構内主要調査 (1983～ 2007年度)

|*凡

″1 :堂

Ω曇]膚][曾 落患]it]景 」芦

倉猷倉皐馨塚

":[[ふ

し、総合番号を※ 1と して区別 している。
                     |

|      ・確認調査のうち、その後の発掘調査範囲内に入った場合は、範囲内の番号記載を省 き、全てが範囲内に含 まれた場合には総合番号に ( )を付 してい
|

|       る。                                                                            |

|  :碁 倉¬拿醤れ禦喜馨辱

存する基準 :①中旺 層肝 雛 認 した調査 ②明確猫 構 。遺物雛 認 した調査         |

|      ・文献 :付表 4・ 5の番号に対応する。                                                    |

付表 2-(1)発掘調査

<津島地区 :津島岡大遺跡>
合

号

総
番 年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間

面積

(ボ )

概 要 文献

1 AW14 文

小橋法 日黒遺跡 (津島岡大遺跡第 1

次調査 )

:排水集中槽 (NPl)埋設

821028～ 1124 弥生時代中期 ・古代溝 3

①

BE14・ 18、

BF17 18、 BG14
BH14・ 15

津島岡大遺跡第 2次調査
:排水管理設

8419-35 265 弥生時代早～前期集落 4

② BH13 津島岡大遺跡第 2次調査
:合併処理槽埋設

1114-1122
8419～35 弥生時代早～前期水田関連遺構 (溝他 ) 4

⑮
2

1
AV00、 A 「ヽ0001 学

津島岡大遺跡第 3次調査
:男子学生寮

121-87618、
824～ 95

1550
縄文時代後期～弥生時代早期の貯蔵穴 と

河道および集落、弥生時代の前期～近代
の水田・溝、古代の条里関連溝

⑭ 3 BF・ BG09 学
津島岡大遺跡第 4次調査
:屋 内運動場

87119-122 弥生時代前期の溝、中世河道 6

④ 1

AY06～ 08、

AZ06・ 07
大 自

津島岡大遺跡第 5次調査
:自然科学研究科棟

627-89319 縄文時代後期・弥生時代早期の貯蔵穴 と

河道・弥生時代末～近世の水田関連遺構

②
2

1
AV・ AW04・ 05 工

津島岡大遺跡第 6次調査
:生物応用工学科棟

920-89531 縄文時代後期の貯蔵穴 と河道、古代条里

関連溝、弥生時代前期～近世の水田・溝

〇 3 AV AW05 06 工
津島岡大遺跡第 7次調査
:情報工学科棟

1012～ 89331 800 縄文後期集落、弥生時代前期～近世水田
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合

号
総
番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間

面積

(壼 )

概 要 文献

⑩ l AY AZ08 大 自
津島岡大遺跡第 5次調査
:自 然科学研究科棟

43～ 421 古墳時代後期の溝

⑭ 2 BD18 19 農 薬
津島岡大遺跡第 8次調査 (A地点 )

:遺伝子実験施設
723～ 1225 650 縄文時代の十坑、弥生時代～近世の溝

⑮ 3 BH13 農・薬
津島岡大遺跡第 8次調査 (B地点 )

:合併処理槽
723～ 122 弥生時代清、古代～近世水田

⑩ 1992 1 AU～ AW04 工
津島岡大遺跡第 9次調査
:生体機能応用工学科棟

71～93129 縄文時代後期の貯蔵穴 と河道、弥生時代
～近世の水円址

⑪
2

1
BB～ BC10～ 11 保

津島岡大遺跡第10次調査
:保健管理センター

9321～ 331、

417～ 731
弥生時代後期t古墳時代集落、近世耕作
関連遺構

⑭ 2 AV～ AWll～ 12 ′
晴

津島岡大遺跡第11次 F・l査

:総合情報処理センター
914～ 94111 縄文後期遺構

〇
3

1
AV～ AW13～ 14 図

津島岡人遺跡第12次調査
:図書館

9429～ 331、

41～ 1130
弥生時代前期水日、弥生時代時代中期～

占墳時代溝、占代～近 lU溝 (条 里関連 )

〇
2

1
AW～AXll～ 12 事

津島岡大遺跡第13次調査
:福利厚生施設北棟

106～ 1130、

95710-104
縄文時代後期 ピット、弥生時代水田、弥
生～古墳時代溝、近代耕作面

① 1995 2 BB～ BC12 13 事
津島岡大遺跡第14次調査
:福利厚41施設南棟

1025～ 96214 弥生時代前期水田、弥生～古墳時代の溝

⑩
3

1
AW00・ 01 サ

津島岡大遺跡第15次調査
:サテライトベンチャービジネス
ラボラトリー

96116～ 425
縄文時代後期・弥生時代早期の貯蔵穴 と

河道、縄文時代後期集落、弥生時代前期

水田、古墳～中世水田・溝

⑭ 2 BDlも～20
農

薬
津島岡大遺跡第16次調査
:動物実験棟新営

9657～ 15 303
A地点 :縄文時代と古墳時代の上坑、
B地点 :中 世の溝、古代の柱穴列、弥生

時代の水田

④ 1996 3 AW02～ 04 環
津島岡大遺跡第17次調査
:環境理工学部新営

96521～ 19
縄文時代後期の集落、弥生時代の溝 水
田、古代の水田

⑮ 1998 2 BBll 事

津島岡大遺跡第18次調査
:福利施設 (南 )新営に伴 うポン

プ槽取設

9847- 410 古代の溝状遺構

① 3 AZ09・ 10
津島岡大遺跡第19次調査
:コ ラボレーションセンター 98727～ 99218 縄文後期遺構、弥生前期の河道、古墳時

イt・ ll「Lの溝、近世道路状遺構・溝

① 1998 5 AY07 環

津島岡大第20次調査
:校舎 (I期 )新常に伴 うポンプ

槽取設

981019-28 黒色土 L面 に溝、中世清

① 1998 6 AX09 工
津島岡大遺跡第21次調査
:エ レベーター設置

98116～ 24
縄文時代中期土坑、弥生時代早期～前期

溝、占代土坑・溝

⑩ AW02・ 03 環
津島岡大遺跡第22次調査
:校舎 (■ 期 )

199931-712 7735
縄文後期河道・集落、弥生時代河道・水
円畦畔、古墳時代溝、古代～近世溝 (条

里関連 )・ 水田畦畔

⑪
1999

2000
AZ15 BA14 大文

津島岡大遺跡第23次調査
:総合研究棟

0023-728 縄文時代後期河道 杭列、弥生前期河道・

堰 溝、弥生中期～近世満

ll 3 AZ14 大文
津島岡大遺跡第24次調査
:総合研究棟渡 り廊下建設

00125-14 縄文時代後期河道・杭列

⑫ 4 BA15 農
津島岡大遺跡第25次調査
:散水施設設置

01129～ 31 中世 ～近世 の溝 杭

⑩
2000

2001

5

1
BC～ BD14～ 15 事

津島岡大遺跡第26次調査
:事務局

01326～ 930
縄 文～弥生時代の河道 貯蔵穴・土坑
炉、近世の溝・堰

②
2001

2002

2

1
BB～ BC14～ 15

津島岡人遺跡第27次調査
:創 立50周年記念会館

0221´-624 縄文時代後期の炉、弥生時代・古墳時代
の溝、中1比 の畦畔 (条里関連 )

② 2 AW～AY06～ 08 大 自
津島岡大遺跡第28次調査
:自 然科学系総合研究棟

430ヽ 920、

1128～ 03115
1798

弥生時代前期の畦畔、中世～古代の畝

溝

② 2002 4 BF16 農
津島岡大遺跡第29次調査
:共 同溝

02918-103 626 弥生～
I■f墳時代の溝 ビット

⑬ 2007 l BC19・ 20 イ
津島岡大遺跡第30次調査
:岡 山大インキュベータ

81～ 1217 10354
縄文～近代の遺構 遺物、古代の道路状

遺構、弥生～古墳の溝

<鹿田地区 :鹿田遺跡>
〈
ロ
ロ写

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 耐
ｍ

lFt 要 文献

9 AU～ BD28～ 40 医病 鹿田遺跡第 1次調査 :夕 来ヽ診療棟
727-1122
8419～ 831

2188 弥41時代中期後半～中 11集落 7

② BGヽ B118～ 21 医病 鹿田遺跡第 2次調査 :NMR CT室 81- 1230 弥生時代後期～中世集落 7

⑩ 1986 1

CN～ CU27 28、

CT～ CY19～ 27、

CX～ DD16～ 25、

DD～ DG22 23

医 短 庇 田遺跡 第 3次調査 :校舎 62-1129 中世の集落、古代の河道と橋脚

⑫ 1987 3
DD～ DF25、

DG― D127・ 28
医 短

鹿田遺跡第 4次調査
:校舎周辺の配管

112-1121 古代の河道

⑬ 2 BB～BH35～ 42 医病 庇田遺跡第 5次調査 :管理棟
106～ 8832
88323-331 弥生時代中期後半～中世の集落

161
2

1
BW～CC67～ 71 ア

鹿田遺跡第 6次調査
:ア イソトープ総合センター

1120～ 91630 弥生～占墳時代の集落、中L集 落

⑮
4

1

BR55～ BX61、

BY56´-57 医 庄田遺跡第 7次調査 :基礎医学棟 98227-86 829
古墳時代初頭・|11世 の集落、近‖Lの水田・

溝

② 4 BP～ BS30～ 32 医病 鹿田遺跡第 8次調査 :RI治療室 98728-91 占墳時代溝 中世満
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付  表

合

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間
面積

(試 )

概 要 文献

④

CD33～ 37、

CE CF28-37、
CG～ C」20-37、

CK CL25～ 37

医病 鹿田遺跡第 9次調査 :病棟 981127´ -99511 弥生時代水田・溝、中世～近世集落

⑪ 1999 3
CD CE10´-12、

DD～ DF16～ 22
医病 鹿田遺跡第10次調査 :共同溝関連 9957-991014 2441

古代の杭列 (河道内)、 弥生時代 ピット

近世溝

⑫ 4 CD～ CM19～42 医病 鹿田遺跡第11次調査 :病棟 99819´ -1222 弥生時代水田畦畔、古代池状遺構、中世
～近世集落

⑩

2000

2001

2
CO～ CV35～ 44

CN・ Ch/138～ 41、

CN28～ 38
医病

鹿田遺跡第12次調査
:エ ネルギーセンター 00102～ 010510

弥生時代溝 河道、古墳時代 ・中世集落、

近世土坑・溝

46 3 BL―‐BR46-51 矩
歯

鹿田遺跡第13次調査
:総合教育研究棟

02430～ 1025
弥生時代の溝、古墳時代の土器溜 まり

溝中世の集落、近世土坑群

⑮ l CD～ CTvl12～ 20 医病
鹿田遺跡第14次調査
:病棟 (Ⅱ 期 )

03731～ 1217
弥生～古墳時代の畦畔・溝、中世の井戸・

土坑 溝・近世のため池・土坑

① 2003 2 BQ～ BS45・ 46 駆
歯

鹿田遺跡第15次調査
:総合教育研究棟外構工事

031016～ 1029 古墳時代初頭の井戸 溝、中世溝群

⑩ 1

AH～A16 7
A「 12・ 13、

AN～A04
医病

鹿田遺跡第16次調査
:立体駐車場新営工事

041021～ 118 4915
近世～近代の畦畔・溝 畝 土坑、中世
の土坑、弥生～占墳の河道

⑩ 2006 1 BR´―BY60～ 64 医 病
鹿田遺跡第17次調査
:総合研究棟 (医学系 )

06710～ 1114
古墳時代住居lll、 古代溝状遺構、中世井

戸・溝・建物、近世土坑 ・溝

164 2007 BT13～BY20 医病
鹿田遺跡第18次調査
:中央診療棟

1010～08314 8722 弥生時代後期～近世の集落、井戸 溝

〇 2007 CG― C19・ 10 医病
鹿田遺跡第18次調査
:防火水槽

1016-111 古代後半井戸、近世入江状遺構・護岸施

設

⑩
CM～ CN9・ 10、

C010・ 11
医病

鹿田遺跡第18次調査
:用水路改修

1227～08116 弥生時代土坑・溝

<三朝地区 :福 呂遺跡>
〈
口
口万

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間

面積
(轟 )

概 要 文献

① 1997 1 2 固 福呂遺跡第 1次調査 :実験研究棟
97510～ 20、

728-31
269

縄文時代 早期・弥生時代中期 中世 近

世集落

② 1997 3 固
福呂遺跡第 2次調査 :実験研究棟

新営に伴 う工事スロープ部分
971125～ 125 近世 中世・古代の集落

付表 2-(2)試掘・確認調査

<津島地区 :津島岡大遺跡>
〈
口
口万

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)

造成上厚

(m)
概 要 文献

1 BH13 農 合併処理槽予定地 →津島同大第 2次調査 :1983年度 1

4 1983 BF17 排水管中間ポンプ槽予定地 1

5 3

BE～ BG14、

BE・ BH15、  BE18、
BF16-18、  BC18

農 排水管埋設予定地
29ケ 所 で試掘→津 島岡大第 2次調査

1983年度
1

6 1983 4 BF22 23 農場畜舎新営予定地 20～ 30 2ヶ 所、土器片<1987年度工事立会> l

5 BC・ BD15 事 大学事務局新営予定地 20～ 30
２

度
ヶ所、→津島岡大第26次 調査 :2000年

1

BB10 保 保健管理センター新営予定地 20^‐30 →津島岡大第10次調査 :1999年度 1

9 7 B116 事 津島宿舎新営予定地 土器片<1987年度工事立会> 1

AW05 工 校舎新営予定地 1 上器片 l

1985 1 BE08 教養 講義棟予定地 遺構など未確認く1986年 度工事立会> 5

2 AX02 教育 研究棟予定地 26～ 34 3ケ 所、縄文～弥生土器出土 5

1985 AV AW99～ 01 学 男子学生寮新営予定地 20-30 1 →津島岡大第 3調査 :1986年度 5

1986 3 BF BG09 学 屋内運動場新営予定地 24、 12-17 →津島岡大第 4次調査 :1986年度 6

1986 4 AY AZ07 大 自 自然科学研究科棟新営予定地 16～ 32 06～ 08 →津島岡大第 5次調査 :1988年度 6

4 AP02(土 生地 区 ) 事 外国人宿舎建設予定地 22-28 縄文時代・弥生時代・近世の遺構面 8

5 AVll 情 総合情報処理センター新営予定地 20-30 2 →津島岡人第11次調査 :1993年度 8

AY09 理
身体障害者用エ レベーター建設予

定地
30～ 35 約 10

中世・近世の遺物、古代・中世の水田
く継続 して調査>

8

7 BD09 教養
身体障害者用エ レベーター建設予

定地

縄文時代遺構、縄文・中世・近世土器
く継続 して調査>

8

17 AX04 06、 AW04 工 校舎建設予定地 20-35 →津島岡大第 6・ 7次調査 :1988年度

BD18・ 19 農 栗
31」 物実験飼育施設 遺伝子実験施

設
11-12 →津島岡大第 8次調査 :1991年度

事 国際交流会館
中世・近世の遺物出土
く1988年度工事立会>

2 AZ・ BA05 教 育 身体障害者用エ レベーター
縄文時代後期・弥生時代早期の落込み、

縄文時代後期～中世土器片
<継続 して調査、面積385ゴ >

3 AZ17 メ(白 合併処理槽設置予定地 16-20 中世～明治の水田の畦畔・溝
<1989年度工事立会>
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付  編

〈
ロ
ロ万

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

4 BD02 学 学生合宿所予定地 20～ 32 1
弥生時代早 前期の畦畔
く1989年 度工事立会> 14

5 AV AW13 図 図書館新営予定地 14～ 16 →津島岡大第12次調査 :1993年 度 14

学 学生合宿所ポンプ槽予定地 弥生時代前期畦畔、中世土器片

AW AXll 事 福利厚生施設予定地 14～ 16 →津島岡大第13次調査 :1994年 度

1993 3 BE―‐BF22-23 農学部汎用耕地実験実習施設 中～近世耕作土

3 農・薬 動物実験施設
GL-14mで黒色土、縄文土器 1点 出土
<盛 り土保存>

4 BE26 事 国際交流会館新営予定地 41 24
明治～中世の土層確認、以下は湿地状態、

遺構・遺物無 し (明治畝のみ )

く工事立会>

AW02・ 03 環 環境理工学部新営 →津島岡大第17次調査 :1996年 度

1995 学 ボクシング部ボックス移設 3
標高25mで 黒色上、弥生～古墳時代の清
2条、古代溝 1条

AZ09 理
コラボレーションセンター新営に

伴う試掘調査
27-34 →津島岡大第19次調査 :1998年 度

1998 AW02・ 03 環 校舎 (Ⅱ 期)新営に伴 う調査 →津鳥岡大第22次調査 :1998年 度

AW04 工 システムエ学科棟新営に伴 う調査 GL-18mで黒色上、縄文後期の遺構

14
AU02・ 03・ 06、

AV03 事 遺跡保護区整備に伴う調査 24～ 38 08-16
5ケ 所、TPl・ 3・ 5:微高地状、TP2・ 4

は低湿地状、TPlで 弥生溝、TP3で 弥生

溝・ビット、TP4で 中世溝

(105) AZ15、 BA14 文

法。経
総合校舎新営に伴 う調査 27、  35 0811 →津島岡大第23次調査 :1999年 度

7 AV08 工 電波暗室新営に伴 う調査 12 現表土以下、基盤となる岩盤層

6

Ｖ００

Ｘ００

Ｚ０６

Ａ

Ａ

Ａ

02・ 03、

AW08

縄文～弥41時 代における環境復元
に伴 う調査

26-32 17ヽ 09
6ケ 所掘削、縄文・弥生時代の微高地、

古代溝を確認

7 BB14 創立50周年記念館新営に伴 う調査 2 →津島岡大第27次調査 12001年 度

5 BD15 事 事務局旧本部棟移転に伴 う.F・l査 黒色上の落ち検出

<鹿田地区 :鹿田遺跡>
合

号

総
番

年 度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

1 BU30 31 医病 西病棟北側受水槽予定地 14 05～ 07 中世土器・包含層確認く盛上保存> 2

2
CT・ CU25、

CZ19・ 20・ 23・ 24
医 短 医療短期大学部校舎新営予定地 08～ 10 →鹿田第 3次調査 :1986年 度 2

6 4
AJ33、 A140、

AJ AK26 医 病
外来診療棟環境整備工事に先立つ

範囲確認調査
22～ 30 09～ 14 弥生時代～中世の遺物 5

1990 BY・ BZ68 ア アイソトープ総合センター予定地 12～ 13 →鹿田第 6次調査 :1990年度

1997 BT57 医 基礎医学棟 →鹿田第 7次調査 :1997年度

11

CF CG43 44、
CH25 26、

CK35 36、 CK15
医病 病棟新営に伴 う調査 20～ 24 →鹿円第 9次調査 :1998年 度

<倉敷地区>
合

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

1 4 饂
研

資源生物科学 lll究 所遺跡確認調査 中 |■ 後半以降の土器片

2 12 酸
研

イヾオ実験棟新営工事に伴 う調査 近世十拓地内、遺構未確認

<東 山地区>
〈
口
口万

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成上厚

(m)
概 要 文献

3 1 教 育
附属小学校校舎建替え工事に伴 う
調査

03ヽ 05 4ヶ 所、近世・近代溝3条、中「 L?畦畔

<三朝地区 :福 呂遺跡>
〈
ロ
ロ万

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

3 5・ 6 固
実験研究棟新営工事に伴 う試掘調
査

166～ 21 2ヶ 所→福呂第 2次調査 :1997年 度

5 1 岡
三朝宿泊所増築工事 に伴 う試掘・

確認調査
05～ 09

3ケ 所、遺構・遺物・遺物包含層確認さ
れず

2004 2 固 高圧線 ・電話線切替工事 085 lヶ 所、河床礫、段丘礫層確認
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付  表

付表 2-(3)立会調査

<津島地区 :津島岡大遺跡>
合

号
総
番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)
造成上厚

(m)
概 要 文献

ll B115～ 17 事 南宿舎合併処理槽関係配水管埋設 10～ 22 溝・土坑、弥生土器・須恵器 2

BE08 09 教養 校舎新営 中・近世 の溝 上 器 6

学 ハ ンドボールコー ト新設 02-20 黒色土確認 6

1986 BF07 08 教養 校舎新営に伴う電気配管 中世包含層 6

BG10・ ll 教養 テニスコート夜問照明施設
GL― 約 2mで黒色土、西に向かう落ちを

推定
ll

8 AZ08 大 白
自然科学研究科棟新営
:工事用道路

弥生時代後期水田・溝 14

0 AU05 工 校舎新営に伴 う電柱架設 10 黒色土確認 14

6

9
AV04～ 10 事

岡山市道本町津島東線拡幅に伴 う

補償工事 I:電柱移設
04～ 30 06-14 5ヶ 所、黒色土、条里南北溝

BC02-04、
BD03・ 04

事

岡山市道本町津島東線拡幅に伴 う

補償工事 I

:学生合宿所給排水管設置

GL-23mで黒色土

9 BC18 農・薬 防火用水撤去 基盤層まで掘削、石鏃出土

BB16 事
津島地区基幹整備 (電気 )

:ハ ンドホール・アース板
17-18 2ヶ 所、明治層～淡灰色粘土層

BD15 事
津島地区基幹整備 (電気 )

:ア ース板
GL-15mで 黒色土

BC・ BE BF12 事 南北道路街灯設置 3ヶ 所、GL-14mで古代層

BD18 農・薬 遺伝子実験施設ハ ンドホール設置
075～
11

縄文後期層まで掘削、溝2本

AV12 事 附属図書館北側駐車場整備 3 17 造成上以下は粘土層

1993 BB´―BC10-12 保
保健管理センター新営に伴う外構
工事ほか :電気配線

06-07
保健管理センター本調査 と同 じ層序、黒

褐色土はGL-115～ 17m、 その直下に基

盤層

1993 BBll 保
保健管理センター新営に伴 う旧棟

改修 :電気配線
11 弥生土器片、工法変更

1993 BA07 事
津島地区基幹整備 :RI共 同利用

施設排水処理施設他設置

明治～中世層・暗褐色土層、占代溝 ?

縄文晩期?土器片

BD～ BE13 事
津島地区環境整備 :南北道路沿水

路ボックスカルバー ト敷設
近世～中世層を確認

BB～ BG12～ 13 事 津島地区環境整備 :水銀灯設置 05-12 10ヶ 所、近世～中世層まで掘削、一部で

暗褐色土層を確認

BD～ BE12 13 事 津島地区環境整備 :信号機設置 10 近世から中世層、一部で暗褐色上層

39～

41

BB05-07、
BC05・ 41

学
野球場バ ックネッ ト 防球ネッ ト

改修
20-32 GL-12～20m付近で黒色土、以下は黄

色砂～青灰色粘土

9 BD BE BF04-07 事 陸上競技場照明灯設置 2
オーガー掘削 (径80cm・ 深 さ10m)、 GL
-192～ 20mで 黒色土

AV10、 AW10、
AUll 情

総合情報処理センター新営電気工

事

近世 2面、中世 (近世か ?)1面 、GL
17mで黒色土、近世溝

BD20 農 焼却場 GL-19mで 黒色土

4 BC18 農・薬 動物実験棟新営に伴 う造成土取 り 黒色土層付近まで掘削

5 BD16～ 19 農・薬
動物実験棟新営に伴うハンドホー
ル設置工事

4ケ 所、造成土以下に 5層 確認

AV02、 AV03、

AV04、 AV99、

AW02、 AW04
サ

サテライトベンチャービジネスラ
ボラトリー新営 :夕 灯ヽ設置工事

10-15 076～
11

6ヶ 所、明治層 2面 ・近世層 2面 ・中世

層 ?1面 。弥生層 ?1面

AV03～ AW03 サ
サテライトベンチャービジネスラ
ボラトリー新営 :配管設置工事

弥生時代層まで掘削、古墳時代前期の遺

構・遺物

1996 Aul‐03 環 校舎新営予定地電柱移設工事 2 黒色土まで掘削

1996 AV13 図
附属図書館新営
:雨水桝・外構工事

造成土以下に青灰色粘質土・黄褐色粘質
土・灰褐色粘質土

1997 BB13～ BH13 事 南北道路ガス管理設工事 中世層まで掘削

AWll～ BA13 事 南北道路ガス管理設工事 中世層

1997 BC12 事
福利厚生施設新営に伴 う共同溝新

設工事
GL-165mで 黒色土、古代～近世の溝

BA09 事 構内外灯設置工事 GL-142mで 黒色土

AZ09、 BA09 理
コラボレーシ ョンセンター支障配

管布設替工事
GL-14mで 黒色 土

BB12、  BC12 事 南福利街灯設置工事 中世層まで掘削

AY06 環 校舎新営に伴 うガス管理設工事 12-14 065-
095 中世層まで掘削、10ヶ 所

1998 BC10 事
学生会館改修 に伴 う トラップ桝撤

去工事
145

GL-17mま で灰褐色粘土層、GL-22m
まで青灰色粘土層

BA00 事 NTT電柱移設工事 造成土以下に褐色系粘質土

AX03～ AY07 環 実験排水管理設工事 14 06-14 10ヶ 所、 5地点で中世層、 2地点で古代

層、 1地点で古墳時代層まで掘削

AU02 環 馬場移設に伴う樹木移植 11-13 GL-2mで弥生後期層、GL-22mで縄文

基盤層

AV03、 AW03 環
校舎新営に伴 う生活排水llI設 置工

事
古墳時代層まで掘削、須恵器・土師器

AW03 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 145 中世層まで掘削

AY00、 AZ01・ 03 施 構内外灯設置工事 115- 135 05～ 12 3ヶ 所で黒色土 (GL-085～ lm)確 認
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合

号

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)

造成上厚

(m)
概 要 文 献

1999 AZ08・ 09 理
コラボレーションセンター新営工

事に伴 うハンドホール
148-21 103～

116
2ケ 所、 lヶ 所で古墳時代層まで掘削

13 AW02 環
校舎 (Ⅱ 期)新営に伴うスロープ
設置工事

調査面積 25111、 黒色土下面 まで調査、近

代土坑・古代溝・縄文後期ピット

1999 AZ09 理
コラボレーションセンター新営に
伴う排水桝

10～ 12 08-10 6ヶ 所、 lヶ 所で黒色土対応層まで掘削

17 BA12 事 津島地区電柱工事
造成土下に灰色粘質上・暗茶褐色粘質土

層

AY09 理
校舎改修工事
:理学部本館基礎補強工事

13
造成土 ドに暗青灰色粘質土 褐色粘質土・

灰色粘質土

AX10、 AY10 理 校舎改修機械設備工事 :電気 085～ 160 08～ 11
南側ハ ンドホールはGL-16mま で掘削、
GL-152mで 中世溝 (南東から北両方向
に向かって走行 )

AW08、 AX08 工
精密応用化学科棟都市 ガス改修工

事
16～205 GL-182mで 明灰褐色粘土 (中 世 ?)

BA16 大文 総合研究棟仮設電柱建柱工事 15～ 17
GL-14mで 中世層 ?、 軍庭 園の築 山
土塁を一部掘削

2001 4 AZ10 理 校舎改修電気設備工事 10-12 ン ドホール部分 で中世溝

11 BB― BC16 事 本部棟電柱設置工事 15べ 21 12^-14
2ヶ 所、GL-14mで灰色粘土、GL-21
mま で谷部か ?

BB BC13 事 本部棟草庫移設工事 05～ 16 2ケ 所、中世層まで掘削

BB14 事 本部棟樹木移植
065´―

08
GL-14mに 灰色粘質土層 (古 代)を 確
認

BB14 事
本部棟車庫移設工事に伴 う旧変電
室基礎解体工事

045-
075

12ヶ 所掘削、中世層まで掘削

2002 BE15 農 校舎改修電気設備工事 15 3ケ 所、古代・古墳層まで掘削

2002 BC13～ 15 事 本部棟新設工事 :排水桝 管路 12～25 07～ 12
突帯文土器 石器がまとまって出土、近

世溝・弥生溝

BB13 事
本部棟新営その他工事
:雨水排水桝・管路

中世層と古代・古墳層を確認

2002 BB13・ BD14 事 本部棟新営その他工事 :外灯 095～ 19
2ヶ 所で中世層 と古代層 まで掘削、GIン

ー13mで 黒色土

2002 BC07・ 09 教 養 一般教育棟 B棟外灯設置工事 10～ 126 4ヶ 所、中 ll層 まで掘削

2002 BB～ BC14-15 事
創立五 十周年記念館新築工事
:汚水排水

10～23 085～
10

一部黒色土上面まで掘削

1 BB13～ 15 五十
創立五十周年記念館新築に伴 う掘
削 (雨水排水桝・管lT設工事 )

07～ 08 中世層 まで掘削

4 AX06 工
総合研究棟新営機械設備工事

(ガス配管理設工事 )

古代層 ?ま で掘肖U

6 BC15 事 1日 事務局庁舎改修電気設備工事
GL-19mで 黒色土、GL-21mで 縄文基
盤層確認

7 BB.BC18
農学部総合研究棟改修電気設備工

事 (仮 設電力・電話引 き込み建柱
工事 )

径05m、 GL-12m前 後で黒色上層、GL
-15～ 16m前 後で縄文後期基盤層確認

8 AX06´―BA06 工
総合研究棟新営その他工事

(雨 水排水 )

07´-08 標高33～ 34mで黒色土、弥生 ～古代の東
西溝多数、近世 近代の東西溝 畦畔

AW.AX06.07 T
総合研究棟新営電気設備工事
(外灯 )

中世層まで掘削

AW～ AX06～ 07 工 総合研究棟新営その他工事 (排水 ) 05～ 25 桝で縄文基盤層 まで掘削 した箇所あ り
弥生溝

BC～BD15 事
旧事務局庁舎改修電気設備工事

(外部給水・消火配管 )

275 11 桝で、縄文基盤層確認

BG～BH13 事
公共下水桝接続工事N01区 間

農学部合併処理槽
縄文基盤層まで掘削

BE― BG10 事
公共 ド水桝接続工事No2区 間

体育館東～武道場西
195～ 225 08～ 09 桝で組文基盤層、管路で弥生早・前期 ま

で掘削、弥生溝・縄文上坑

2003 AZ16 事
公共下水桝接続工事No4区 間
文・法 経 2号館西

縄文基盤層まで掘削、弥生溝確認

2003 BA10 事
公共下水 lll接 続工事No5区 間
理学部

中世頃の座主川を確認

2003 事
公共下水桝接続工事No6区 間

農学部 4号館東
15～ 19 09--14 縄文基盤層 まで掘削、弥生 ～古墳初頭

ピット、近代畦畔状遺構
74

2003 B116 事
公共 ド水桝接続工事No7区 間

津島宿泊所
115～ 13 中世層まで掘肖U

B115 事
公共下水桝接続工事No8区 間
南宿舎

20～245 縄文基盤層 まで掘削

1 BB～ BD26 事
公共下水桝接続工事
留学生等宿泊施設

122～ 168 中陛層まで掘削

6 BB9 10 事
津島キャンパス環境整備留学生セ
ンター西

05～ 115 04-06 弥生後期包含層・遺構 ,礫層確認

2005 3 AV08 工
工学部総合研究棟改修工事

(仮設電柱掘削取 り付け)

GL-09mま で造成土、以下、青灰 ～白

灰色 の粘質± 3層 を確認、「黒色土層 J

は確認されず

5 AW09 工
工学部総合研究棟改修電気設備工

事 (ア ース板設置 )

基盤層～黒色土～明治の上層堆積確認

2005 9 BE02、  BG07 事
キャンパス環境整備 (門 扉改修等 )

工事
1-13

東07地 点 :GI´ -07mで明治耕土 と畦畔・

溝、 -lmで 中世層確認、東08地点 :近世

畦畔、中世層確認
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総合

番号
年度 番 号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

BC― BE03、  BB・
BC02 事 プール改修 (排水管改修)工事 075-24 08～ 13

縄文基盤層～近代層の堆積確認、「黒色

土」確認、弥生～古墳の溝多数、近 陛土

坑、近代大畦畔・溝

14 BB・ BC04 事 サ ッカー場防球ネット設置工事 20～22
オーガーによる掘削、一部で「黒色土」
確認

2 AX10 工

工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事
:耐震工事に伴 う支障物撤去・PC
耐震柱基礎掘削

818^-2198
近代耕作土層以下、中世層 まで 5枚 の層

を確認。近世面で南北方向の溝

3 AZ～ BA02～ 04 教育 教育学部公共下水桝接続工事 94～ 21

桝 1箇 所、深 さ23m。 配管、深 さ105～
192m。 黒色土層あるいは基盤層 まで掘

削。東西方向の溝

5 BA・ BB02、 BC02 事 プール改修配管接続工事 928-103 17
黒色土層あるいは基盤層 まで。古墳時代

頃の溝状遺構

11 AX08～ 09 上

工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事
:耐震工事に伴 うPC耐震柱基礎掘

肖リ

1225-27 古墳～弥生層

BF16 農学部 2号館南電柱移設 07223 2 中世層 まで

4 BA12 理 他 公共下水道接続工事 (理学部他 ) 08-09 GL-16mで 黒色土確認、弥生時代の溝

AV・ AX07・ 08 工

総合研究棟Ш期改修
:電気設備・外灯基礎及び管路掘

削工事

14～ 17 近世～中世層確認

2007 AW07 08 工
総合研究棟Ⅲ期改修
:外構桝・配管 (東半部 )

11～ 14 近世層確認、土坑 1基

BAヽ B́C20 イ
インキュベーション施設外構配管
工事

12-14 06～ 08
縄文時代～近代十層確認、中世、近代の

溝

<鹿田地区 :鹿田遺跡>
合

号
総
番 年 度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

3 AO～AW22 医病 外来診療棟蒸気配管埋設 上3
弥生時代後期土器・分銅形土製品、貝集

積
1

7 1985
AヽV～BH23、

BH・ B124
医 病 外来診療棟関係屋外排水管理設 13～ 17 07-13 中世・弥生の遺構 遺物 5

8 1985 12
AG31、 AG24、

AF23 医病
基幹環境整備緑化工事
:電気配線ハ ンドホール掘削

12～ 17 09～ 13 3ケ 所、中世包含層・ピット 5

9 1986 BI～ BN4 医病 記念館東側汚水管改修工事 08～ 13 中L包含層、土器出土 6

1986
CL― CR12、 CR―
CX13、 CX～ DA14 医短 護岸及び囲障工事 2 08～ 10 中世包含層 6

BC37 医病 管理棟新営に伴う基礎杭確認 弥生時代包含層・遺構 8

CE30 37 44、

C」・CK45、
CI´ 28・ 29

医病 旧管理棟跡地環境整備 :外灯基礎 12～ 15 07-10 2ヶ 所、中世層を確認

BW71 ア
アイソ トープセ ンター L形 側溝・

集水枡
14～ 15 中世溝 1条

1992 C173 医 テニスコー ト脇電柱埋設 古代土器 1点

5 DH60～ 62 医 護岸改修工事
近世層以下はすべて遺構埋上の可能性あ
り、溝3条・ピット9基

BG・ B118 医病
鹿田地区基幹整備
:附属病院連絡通路新設

造成土以下に茶褐色土 青灰色粘質土層、

遺物なし

CD07・ 08 医病
鹿田地区基幹整備
:液酸 タンク設置工事

10
中世 2面確認、溝 3条 、溝内か ら中世

古代の土師器出土

CD08-CCll 医病
鹿田地区基幹整備 :附属病院液酸
タンクU字溝埋設工事

包含層確認、中世土器細片、既設管・工

事基礎 などで区間全長の1/2程度は破

壊

1995 DF56～ 67 医 防球ネット取設工事 3

径60cmを 12ヶ 所、その内 4ヶ 所で土器

片 ・石器出土、調査区西寄 りは、GL-2
m以下は旧河道か。

BV73、 CN78 医 校舎新営に伴 う仮設電柱工事 中世層 まで掘削

BV65ヽ 71 医 研究棟新営に伴 う給排水桝・管路 12-14 中世層まで掘削

BU65 医 研究棟新営に伴 う検水槽 11 面積82ゴ 、近世溝、中世溝・ピット

1999
BY42・ 43、

B143・ 44
医病 基幹整備 (電気設備):地中配管 125～ 145

045-
05

2ケ 所、中世層まで掘削、時期不明の遺

構

CF21^´ 28、

CF― CL28、

CD― CF28～ 33
医病 病棟新営に伴 う共同溝解体

面積18」、鹿田11次調査 3区南側部分で

中世ピット

1999 CN46～ DE49 医病 病棟新営に伴う汚水桝・管路 古墳時代の井戸 1基 ・土坑1基・中世溝等

CM・ CN・ CP・

CR・ CT58、  CV
DA・ DC DD・
DF59

医 グラウンド防球ネットポール 20～ 23
1lヶ 所、南側 6ケ 所 は河道、 7～ 10ヶ

所付近は微高地、最北端は河道

BT51 医病 病棟新営に伴 う汚水検水桝 2 1
造成土以下 7層確認、古墳時代層まで掘

削 か 。

CD41～ CN45 医病
病棟新営その他工事
:管路・雨水桝

16～ 18 溝 と思われる遺構など確認

CN15・ 21・ 27、

C031・ 42、 CS45、

DV45
医 電柱及び外灯の埋設工事

7ケ 所、灰 白色土層 淡褐色砂質土層

暗褐色砂質土層を確認、微高地部か。

-61-



付  編

総合

番号
年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)

造成上厚
(m)

概 要 文献

D127 医
医学部ガス配管切 り離 し用バルブ

取付工事
08～ 115 GL-085mで 黄灰色粘質土

DG～ DJ28～ 67 医病 鹿田団地南側用水路境界擁壁改修 21～23 13-15 幅120mの壁面調査、古代の遺構・河道

BR～ CA43、 CA43
～55、 CA44～
CL45、 BR～ CA55

医
総合教育研究棟埋蔵文化財発掘調
査に伴 う機械設置工事

07-09 中世層まで掘削、中世上器が多数出十し
た地点あり。

CHll～ CN22 医 鹿田団地ガス配管埋設工事 10-13 中世層まで掘削

2002 BT・ BUll 医病 鹿田団地ガス配管理設工事 05～ 18
2ヶ 所、GL-122mま で掘削 した地点で

中世または古代層確認

CQ41～ 42 医病
エネルギーセンター棟新営その他
工事 :共同溝排水管

lヶ 所、包合層まで掘削

CG41、  C034、

CF43、  C038 医病
エネルギーセンター棟新営その他
工事 :外灯

147～ 166 4ケ 所、中世層まで掘削

CV36～ 45 医病
エネルギーセンター棟新営その他
工事 :外溝

09～ 19 中世の井戸・柱穴 溝

BI～ BS45～ 53 雄
歯

総合教育研究棟新営その他工事 185～20 08～ 10 5ケ 所、中世層まで掘削

事 本部棟新営その他工事 :植採移植 125 中世層

2002 BG18 医病 旧混合病棟グリース トラップ改修 底面で弥生～古墳層、土器小片

2003 5
BS～ BZ45、 CA～
C046、  C045 医

総合教育研 究棟 新営 その他工事

(屋外排水 )

17 07～ 10
弥生中期?包含層まで掘削、近世土坑 中
世ピット多数、低地部確認

BL― BS45～ 53 医
総合教育研究棟外構工事

(雨水 .汚水・実験排水 )

08-175 07～ 09
弥生中期包含層 まで掘削 した箇所あ り、

古墳時代溝、中世井戸、近世土坑等を確
認

10 BR～ BS50～ 54 医 総合教育研究棟給水配管理設工事 一部で中世層確認

BR53、 BL54 医 総合教育研究棟外構工事 (外灯 ) 14 中世層まで掘削

AF16、 AF～
A」 17、 AJ9～ 16

医病 医病構内支障ガス管配管替工事 10～ 19 07～ 08
接続部で近世～近代の水田層、中世の畦

畔を確認。弥生～古墳の河道 と推定 され
る砂層を確認。

5

AE4～ 16、 AF～
A116、 A19～ 15、

A」 ―́A009
医病 医病構内支障給水管配管替工事 09-19 桝で中世 ?～ 近代の畦畔確認め弥生～古

墳の河道 と推定される砂層を確認。

DH～ D」 18、 DJ19 医
医学部変電所 ピッ ト周辺高圧ケー

ブル設置工事
11～25 07～ 11 一部で弥生～近代層確認

CT～CU45 医病
エネルギーセンター棟新営に伴う
工事

鹿円第12次調査地点 と重複、同様の状況

4
CC13-20、
CD13～ 20

医病 基幹環境整備 (道路等)工事 12～ 22 09-‐ 12 基盤層まで掘削、中世東西 南北溝確認

5
AS03～ 07、 AV～
AX07、 AY BB09 医病 中診棟屋上防水改修その他工事 06--09、  14、  18

ガス管1:GL-18m、 中 [L東 西溝、古墳
時代南北溝確認

7 BTll 医病
中央診療棟新営工事
:ガス管切断工事

128 中世溝埋土確認

C042、  CV36 医病 基幹整備 (電気設備)工事 13～ 165 中世層まで掘削、遺構埋上確認

2007 11
CG08、  CF09・ 10、

CG・ CI111、  C111
医 病

環境整備 (道路等)工事
:ガス配管 1

085～ 13
GL-085～ 13m、 中世井戸 (ま たは墓 )・

ピッ トな ど確 認、GL-10ヽ 13m、 中世

溝 ピット確認

17
CL12、  CNl13、

CN14 15 医 病
環境整備 (道路等)工事
:ガス配管 2

10-12 中世層、中世遺構埋十確認

2007 BT・ BU65 医
総合研究棟 (医 学系)新営その他
工事

中世層確認

2007 3T7～ CP12 医病 用水路改修工事 17-20 06-08 包含層及び枝川東側で微高地確認

2007 BE33 医病 高エネルギー治療室改修工事 06～ 07 中泄～近代の畦畔・溝確認、弥生後期土

器出土

<東山地区>
合

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)

造成土厚
(m)

概 要 文献

1 1983 教育 附属中学校新営 40～50 シル ト層 中 1

2 1997 教育 附属小・中学校他囲障改修工事 12 079 GL-1lmで近世水田層、溝 1条

<三朝地区 :福 呂遺跡>
総合

番号
年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度
(m)

造成土厚

(m)
概 要 文献

4 1997 固
実験研究棟新営に伴 う電気埋設管
路工事

GL-10mで 中世包含層は東 に向かい上

昇
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付表3 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要 (2008年度現在)

所属 種類 調査名・地区名
箱 数 (1箱 :約 30リ ットル) 備     考

(主要時期・特殊遺物 )

文献
総数 土器 石器 木器 * 種子 * その他 サンプル*

医 病 発掘 鹿田第 1次調査 外来診療棟 ) 598 155 l
弥生 中期～中 近世、木製短 甲

人面線刻土器・ガラス滓等
7

鹿田第 2次調査 NMR CT室 ) 1189 4 弥生後期～中世、日舟・木簡等

医短 鹿田第 3次調査 (校舎 ) 1316 5 古代～中世、石帯

鹿田第 4次調査 配管 ) 2 1 古代、鹿角製品

医病 鹿田第 5次調査 管理棟 ) 弥生後期～中・近世

ア
鹿田第 6次調査

(ア イソ トープ総合センター)

1 中世 、青銅製椀

医 鹿田第 7次調査 基礎医学棟 ) 1 4 弥生～近世、猿形木製品

医 鹿田第 8次調査 RI治 療棟 ) 8 8 弥生～中世

医病 鹿田第 9次調査 病棟 I期 ) 1201 9 弥生～近世、木簡 3点

医病 鹿田第10次調査 共同溝 ) 2 2 古代～近世

医病 鹿田第11次調査 病棟 I期 ) 2 弥生～近世、木簡 1点

医
鹿田第12次調査
(エ ネルギーセンター)

1 弥生～近世、櫛

医 病 鹿田第13次調査 (総合教育研究棟 ) 5 弥生～近世

医病 鹿田第14次調査 (病棟 Ⅱ期 ) 3 中世 ～近世

医
鹿円第15次調査

(総合教育研究棟関連 )

4 4 古墳初頭・中世

医病
鹿田第16次

・Wi査

(立体駐車場エレベーター他 )

1 1 弥生～近世

医
鹿田第17次調査

(総合研究棟 (医学系))
4 1 弥生～近世

医 病 鹿田第18次調査 (中 央診療棟関連 ) 弥生～近世

医 病 鹿田第19次調査 (歯学部渡 り廊下 ) 1 4
弥生後期～近世、壺棺、線刻土器、

蹄脚硯
本紀要

全 津島岡大第 1次調査 (NPl) 5 4 弥生中期～古代 3

農
津島岡大第 2次調査

(農学部合併処理槽 ・配管 )

15 弥生早期～弥生前期 4

学生 津島岡大第 3次調査 (男 子学生寮 ) 15 2
縄文後期～古墳初頭、古代～近世

石製指輪、蛇頭状土器片

津島岡大第 4次調査 (屋内運動場 ) 1 1

弥生早期～弥生前期 <試掘調査遺

物を含む> 6

大 自
津島岡大第 5次調査

(大学院自然科学研究科棟 )

3 l 8 2
縄文後期～古墳、古代～近 L、 耳

栓・木製櫛 (縄文 )、 堅果類

工
津島岡大第 6次調査

(生物応用工学科棟 )

1 9 6
縄文後期～近世、人形木器、アン
ペラ、人形土製品

工
津島岡大第 7次調査

(情報工学科棟 )

l 縄文後期～近世

全
津島岡大第 8次調査

(遺伝子実験施設 )

1 縄文後期～近世

工
津島岡大第 9次調査

(生 体機能応用工学科 )

505 3 15 縄文後期～近 L

全
津島岡大第10次調査

(保健管理センター)

7 2 弥生前期～近世

津島岡大第11次調査

(総合情報処理センター
)

3 2 縄文後期～近世

津島岡大第12次調査 (図 書館 ) 1 縄文後期～近世

津島岡大第13次調査

(福利厚生施設北 )

縄文後期・古墳前期・中世

津島岡大第14次調査

(福利厚生施設南 )

1 弥生～古墳

津島岡大第15次調査
(サ テライトベンチャービジネスラ
ボラトリー)

14
縄文後期～中世、縄文後期・弥生

早期遺物、アンペラ、堅果類

農薬 津島岡大第16次調査 (動物実験棟 ) 縄文後期・弥生～中世

環
津島岡大第17次調査

(環境理工学部校舎 I期 )

縄文後期～近世

全
津島岡大第18次調査

(南福利ポンプ槽 )

l 1 縄文後期～近世

理
津島岡大第19次調査
(コ ラボレーシヨン・センター

)

1 4 3 縄文後期～近世

環
津島岡大第20次調査

(環境理工学部ポンプ槽 )

1 1 縄文後期～近世

工
津島岡大第21次調査

(工学部エ レベーター)

7 2 縄文中期～近世

環
津島岡大第22次調査

(環境理工学部校舎 Ⅱ期 )

4 3 l 3
縄文後期～近世、古代堰部材、曲
げ物

文法経 津島岡大第23次調査 (総合研究棟 ) 2 8 縄文後期～近世、杭 (縄文)、 石棒

文法経
津島岡大第24次調査

(総合研究棟渡 り廊下 )

1 1 縄文後期 ～近世、杭 (縄文 )

農
津島岡大第25次調査

(農学部散水施設 )

中・近世

事
津島岡大遺跡第26次調査

(事務局本部棟 )

17 5 1 縄文後期～近世
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所属 種類 調査名・地区名
箱 数 (1箱 :約 30リ ットル) 備     考

(主 要時期・特殊遺物 )

文献
総 数 土 器 石 器 木器 * 種子 * その他 サンプル*

事 発 掘
津島岡大遺跡第27次調査

(創 立五十周年記念館 )

15 1 縄文中期～近世

工
津島岡大遺跡第28次調査

(自 然科学系総合研究棟 )

17 15 2 縄文後期～近世

農
津島岡大遺跡第29次調査

(農学部共同溝 )

2 縄文後期～近世

イ
津島岡大遺跡第30次調査

(岡 山大インキュベータ)

縄文後期～近世

生
津島岡大第31次調査

(福 利厚生施設東棟 )

6 1 1 縄文後期～近世 本紀要

固 福呂遺跡第 1次調査 (実験研究棟 ) 1 縄文早期・弥生中期・中世

固
福呂遺跡第 2次調査

(実験研究棟スロープ)

2 中世～近世

医 病
試堀

確認
鹿田 (駐車場 ) 1 1 弥生～中世 5

学生 津島北 (男 子学生寮 ) 1 縄文後期～弥生前期

大 自 津島北 (自 然科学研究科棟 ) 1 1 縄文後期～弥生前期 6

事 津島土生 (外国人宿舎) 1 1 縄文～中世 8

理 津島北 (身 障者用エレベーター) 中・近世

教養 津島南 (身障者用エレベーター) 縄文・中世

工 津島北 (校舎 ) 1 1 縄文～近世

農薬 津島南 (動物 遺伝子実験施設) 縄文～弥生、中・近世

事 津島南 (国際交流会館 ) 中世

大 自 津島北 (合併処理槽 ) 中・近世

学生 津島南 (学生合宿所 ) 中世

教育 津島北 (身 障者用エレベータ‐
) 縄 文

図 津島北 (図 書館 ) 古墳～中世

学生 津島南 (学生合宿所ポンプ槽 ) 縄文～中世

資生 倉敷 (資源生物科学研究所 ) 近世

ア 鹿田 (ア イソ トープ総合センター) 1 1 中世～近世

事 津島北 (福利厚生施設) 弥生 ?～ 中世
曲辰 津島南 (動物実験施設 ) 縄文 ?～近世

環 津島北 (環境理工 Ⅱ期 )

工 津島北 (シ ステムエ学科棟 )

教 育 東山 (附属小学校校舎 ) 1

全 立会 83年度 2 2 分銅形土製品 1

84年度 1 1 2

85年度 l l 3

86年度 6

87年度 8

分布 89年度二朝 本島 14

全 立 会 91年度 92年度 21・ 25

93年度～99年度

00年度 3 3

02年度 弥生早期土器、中世、礎石

03年度 2 2

04年度 1 l

05年度 11 1

06年度 11 1

07年度

08年度 1 1 本紀要

総 箱 数 34424 22761 1017 4732 5483

付表 4 埋蔵文化財調査室刊行物

番号 名 称 発行年月日

1 岡山大学構内遺跡調査研究年報 1 1983年度 1985年 2月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 2 1984年 度 1985年 3月

岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 1集 1985年 5月

岡山大学津島地区構内遺跡発掘調査報告Ⅱ (農学部構内BH13区 他)岡 山大学構内遺跡発掘調査報

告 第2冊
1986年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 3 1985年 度 1987年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 4 1986年 度 1987年 10月
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付表 5 埋蔵文化財調査研究センター刊行物 (2008年 3月 末まで)

番号 名 称 発行年月日

7 鹿田遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 3冊 1988年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 5 1987年 度 1988年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 1号 1988年 10月

鹿田遺跡Ⅱ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 4冊 1990年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 1988年 度 1989年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 2号 1989年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 3号 1990年 2月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 7 1989年 度 1990年 11月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第4号 1990年 7月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 5号 1991年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 6号 1991年 8月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 8 1990年 度 1991年 12月

津島岡大遺跡3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 5冊 1992年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 7号 1992年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 9 1991年 度 1992年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 8号 1992年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 9号 1993年 3月

鹿田遺跡 3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 6冊 1993年 3月

岡山大学構内遣跡調査研究年報 10 1992年 度 1993年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第10号 1993年 11月

津島岡大遺跡 4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 7冊 1994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第11号 1994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第12号 1994年 10月

岡山人学構内遺跡調査研究年報 11 1993年 度 1995年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第13号 1995年 3月

津島岡大遺跡 5  岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 8冊 1995年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 12 1994年 度 1995年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報第14号 1995年 10月

津島岡大遺跡 6 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 9冊 1995年 12月

津島岡大遺跡7 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊 1996年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第15号 1996年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 13 1995年 度 1996年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第16号 1996年 10月

鹿田遺跡4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊 1997年 3月

津島岡大遺跡8 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第12冊 1997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第17号 1997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号 1997年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 14 1996年 度 1997年 11月

今、よみがえる古代 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年 1997年 11月

津島岡大遺跡9 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊 1997年 12月

津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊 1998年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号 1998年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号 1998年 10月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 15 1997年 度 1999年 1月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第21号 1999年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第22号 1999年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 16 1998年 度 2000年 1月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第23号 2000年 3月

福呂遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第15冊 2000年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 17 1999年 度 2000年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第24号 2000年 9月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価・外部評価報告書 2000年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第25号 2001年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第26号 2001年 8月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 18 2000年 度 2001年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第27号 2002年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第28号 2002年 9月
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番号 名 称 発行年月日

津島岡大遺跡11 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第16冊 2003年 3月

津島岡大遺跡12 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第17冊 2003年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2001 2003年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第29号 2003年 3月

津島岡大遺跡13 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第18冊 2003年 5月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第30号 2003年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第31号 2004年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2002 2004年 3月

津島岡大遺跡14 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第19冊 2004年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第32号 2004年 9月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2003 2004年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第33号 2005年 3月

津島岡大遺跡15 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第20冊 2005年 3月

津島岡大遺跡16 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第21冊 2005年 3月
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